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は　し　が　き

　この例文編は、『基礎ロ シア語コース　文法編』 の文法説明と理解を助け る

ことを主な目的として考案され、編集されている。実例を読み、構文を分析し、

内容を吟味していくことに よって、各課のテーマと している項目の理解が深 ま

れば幸いである。

　この教科書に限られたこ うした使い方以外にも、 実際にはきわめて多目的 、

多方面にわたる用途が可能 と思われる。たとえば、 例文をくり返し読むこと 。

暗記するくらいに読み込む のもよかろう。語学学習 のうちで、手本となる短 文

や表現の暗記が語学習得や言語運用のう えからどれほど役にたつかについては 、

広く一般が認めるところである。

　基本文型や典型例の習得 という文法面の学習と併 せて、その他に、語いの 習

得と拡充という、もう一方 の語学力を増進させる目 的にも適うところが多い 。

初年度のロシア語学習では 語尾変化に注意が偏りが ちであるが、理想的な語 学

力とは「読む・聞く・話す ・書く」の４つの領域が 程よく発達しているもの と

考えられている。どの領域 にも共通し、かつ実践に おいても有効な語学力と し

て語いの習得にも努力を注いでいただきたい。

　ささやかな願いと限られ た分量の例文ではあるが 、学習の一助になること を

願っている。

1999年３月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編著者
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基 礎 文 法 編

006　簡単な平叙文

  1 �°òî ���.
  2 �°òî æóðíà±ë.
  3 �°òî ãàçå±òà.
  4 �°òî ïèñüìî±.
  5 �°òî äðóã.
  6 �°òî ïîäðó±ãà �°ëß.
  7 � ßïî±íåö.
  8 � ßïî±íêà.
  9 �ëÞøà Ð ñòóäå±íò.
 10 �à±òß Ð ñòóäå±íòêà.

007　疑問文と否定文

 11 �ëÞøà Ð ñòóäå±íò?
�à, îí ñòóäå±íò.

 12 �è±øà Ð ðó±ññêèé?
�à, îí ðó±ññêèé.

 13 �û �ëàäè±ìèð �èêîëà±åâè÷ �âàíî±â?
�à, ß �ëàäè±ìèð �èêîëà±åâè÷ �âàíî±â.

 14 �ëëî±, �à±øà, ý±òî òû?
�à, ý±òî ß.

 15 �û èíîñòðà±íåö?
�à, ß ôðàíöó±ç.

 16 �à±ëß Ð àêòðè±ñà?
�åò, îíà± íå àêòðè±ñà.

 17 �ý±ðè Ð ðó±ññêàß?
�åò, îíà± íå ðó±ññêàß.

 18 �åðåõî±ä äàëåêî±?
�åò, ðß±äîì.
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006　簡単な平叙文

 １ これはモスクワ大学です。

 ２ これは雑誌です。

 ３ これは新聞です。

 ４ これは手紙です。

 ５ これは友人男性です。

 ６ これは女友達のオーリャです。

 ７ 私は日本人男性です。

 ８ 私は日本人女性です。

 ９ アリョーシャは男子学生です。

 10 カーチャは女子学生です。

007　疑問文と否定文

 11 アリョーシャは男子学生ですか。

はい、彼は学生です。

 12 ミーシャはロシア人男性ですか。

はい、彼はロシア人です。

 13 あなたはウラジーミル・ニコライヴィチ・イヴァノフですか。

はい、私はウラジーミル・ニコライヴィチ・イヴァノフです。

 14 もしもし、マーシャ、君ですか。

はい、私です。

 15 あなたは外国人男性ですか。

はい、私はフランス人男性です。

 16 ガーリャは女優ですか。

いいえ、彼女は女優ではありません。

 17 メリーはロシア人女性ですか。

いいえ、彼女はロシア人ではありません。

 18 横断歩道は遠くですか。

いいえ、すぐそこです。

- 7 -

 19 �û òî±æå èíæåíå±ð?
�åò, ß ñòóäå±íòêà.

 20 �°òî �åðÞæà?
�åò, ý±òî �àêñè±ì.

008　疑問詞を用いた疑問文

 21 �òî ý±òî?
�°òî êíè±ãà.

 22 �òî ý±òî?
�°òî òåòðà±äü.

 23 �òî ý±òî?
�°òî ñòîë.

 24 �òî ý±òî òàêî±å?
�°òî òåà±òð.

 25 �òî ý±òî?
�°òî ïðåïîäàâà±òåëü.

 26 �òî ý±òî?
�°òî áà±áóøêà.

 27 �òî ý±òî?
�à±ïà.

 28 � ý±òî?
�à±ìà.

 29 �äå äîì?
�îì çäåñü.

 30 �äå �°ííà �åòðî±âíà?
�°ííà �åòðî±âíà òàì.

009　人称代名詞

 31 � ñòóäå±íò.
 32 � íå �âà±í �âà±íîâè÷.
 33 �û äðóã.
 34 �û ìà±ëü÷èê.
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 19 あなたもまた技術者ですか。

いいえ、私は女子学生です。

 20 これはセリョージャですか。

いいえ、それはマキシムです。

008　疑問詞を用いた疑問文

 21 これは何ですか。

これは本です。

 22 これは何ですか。

これはノートです。

 23 これは何ですか。

これは机です。

 24 これはいったい何ですか。

これは劇場です。

25 これは誰ですか。

これは男性教師です。

26 これは誰ですか。

これはおばあさんです。

27 これは誰ですか。

パパです。

28 ではこれは。

ママです。

29 家はどこですか。

家はここです。

 30 アンナ・ペトロヴナはどこですか。

アンナ・ペトロヴナはあそこです。

009　人称代名詞

 31 私は男子学生です。

 32 私はイヴァン・イヴァノヴィチではありません。

 33 君は男友だちだ。

 34 君は少年だ。
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 35 �í ìóæ.
 36 �íà± æåíà±.
 37 �íî± íå çäåñü.
 38 �û òóðè±ñòû.
 39 �û ñòóäå±íòû.
 40 �íè± ðîäè±òåëè.

010　接続詞 è と à
 41 �íè± áðàò è ñåñòðà±.
 42 �åðÞæà è �à±øà Ð ìóæ è æåíà±.
 43 �àòü è äî÷ü ïîõî±æè.
 44 �âà±í �âà±íîâè÷ Ð ïðîôå±ññîð è ïèñà±òåëü.
 45 �í âðà÷, è îíà± òî±æå.
 46 �°òî ñëîâà±ðü, à ý±òî òåòðà±äü.
 47 �°òî ðó±÷êà, à ý±òî êàðàíäà±ø.
 48 �í âðà÷, à îíà± íåò.
 49 �°òî íå �þ±áà, à �å±íà.
 50 �àì ñîáà±êà, à íå êî±øêà.

011　数詞（１）　１～10

 51 �°òî óðî±ê íî±ìåð 1.
 52 �°òî ñòîëî±âàß íî±ìåð 2.
 53 �îñêâà±, ó±ëèöà �àâè±ëîâà, äîì 6.
 54 �äå êâàðòè±ðà íî±ìåð 3?

012　名詞の性

 55 �èõàè±ë. �í ìà±ëü÷èê.
 56 �óçå±é. �í òàì.
 57 �ðåìëü. �í òàì.
 58 �°ëß. �íà± ïîäðó±ãà.
 59 �å±âî÷êà. �íà± äî±ìà.
 60 �âàðòè±ðà. �îò îíà±.
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 35 彼は夫だ。

 36 彼女は妻だ。

 37 それはここにはない。

 38 私たちは旅行者です。

 39 あなた方は学生です。

 40 彼らは両親です。

010　接続詞 è と à
 41 彼らは兄（弟）と妹（姉）です。

 42 セリョージャとマーシャは夫と妻です。

 43 母親と娘は似ている。

 44 イヴァン・イヴァノヴィチは教授で作家です。

 45 彼は医者で、彼女もそうです。

 46 これは辞書ですが、これはノートです。

 47 これはペンですが、これは鉛筆です。

 48 彼は医者ですが、彼女はそうではありません。

 49 これはリューバではなく、レーナです。

 50 あそこにいるのは犬であって、猫ではありません。

011　数詞（１）　１～10

 51 これは第１課です。

 52 これは第２食堂です。

 53 モスクワ、ヴァヴィーロヴァ通り、６番地。

 54 ３号室はどこですか。

012　名詞の性

 55 ミハイル。彼は少年です。

 56 博物館。それはあそこです。

 57 クレムリン。それはあそこです。

 58 オーリャ。彼女は女友だちです。

 59 少女。彼女は家にいます。

 60 マンション。ほらここにあります。
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 61 �ëî±ùàäü. �äå îíà±?
 62 �î±ëãà. �íà± ðåêà±.
 63 �èñüìî±. �äå îíî±?
 64 �å±ñòî. �íî± çäåñü.
 65 �°çåðî. �íî± êàê ìî±ðå.

013　名詞の数

 66 �òîëû± åñòü?
 67 �ðåêðà±ñíî! �åçäå± ìóçå±è.
 68 �äåñü òî±ëüêî ñëîâàðè±!
 69 Ç�çâå±ñòèßÈ è Ç�ðóäÈ Ð ý±òî ãàçå±òû.
 70 �°ëèöû è ïëî±ùàäè Ð æèâà±ß ëå±òîïèñü.
 71 �å±ñíè ðà±çíûå.
 72 �åñòà± åñòü?
 73 �âà±í, �°ííà, �àðè±ß Ð ý±òî èìåíà±.
 74 �íè±ãè Ð ñè±ëà çíà±íèß.
 75 �°òî êëàññ. �àì ìà±ëü÷èêè.

014　名詞と３人称代名詞の関係

 76 Ð �äå äß±äß?
Ð �îò îí.

 77 Ð �äå ìóçå±é?
Ð �îò îí.

 78 Ð �äå ïëî±ùàäü?
Ð �îò îíà±.

 79 Ð �äå ìî±ðå?
Ð �îò îíî±.

 80 Ð �äå äå±íüãè?
Ð �îò îíè±.

016　所有代名詞 ìîé, íàø（主格）
 81 �°òî ìîé îòå±ö.
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 61 広場。それはどこですか。

 62 ヴォルガ。それは川です。

 63 手紙。それはどこですか。

 64 地下鉄。それはここです。

 65 湖。それは海のようです。

013　名詞の数

 66 机はありますか。

 67 すばらしい！いたるところに博物館がある。

 68 ここには辞書しかない！

 69 『イズヴェスチヤ』と『トルード』は新聞です。

 70 通りと広場は生きた年代記です。

 71 歌はいろいろです。

 72 席はありますか。

 73 イヴァン、アンナ、マリーナは名前です。

 74 本は知識の力です。

 75 これは教室です。そこに少年たちがいます。

014　名詞と３人称代名詞の関係

 76 おじさんはどこですか。

ほら、ここです。

 77 博物館はどこですか。

ほら、ここです。

 78 広場はどこですか。

ほら、ここです。

 79 海はどこですか。

ほら、ここです。

 80 お金はどこですか。

ほら、ここです。

016　所有代名詞 ìîé, íàø（主格）
 81 これは私の父です。
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 82 �°òî ìîß± ìàòü.
 83 �°òî ìîÞ äå±ëî!
 84 �°òî ìîè± ðîäè±òåëè.
 85 �îò íàø ãî±ðîä.
 86 �îò íà±øà ñåìüß±.
 87 �îò íà±øå ïèñüìî±.
 88 �îò íà±øè äå±òè.
 89 �°ãîðü, âîò âà±øè î÷êè±.
 90 � ãäå âà±øè âå±ùè?

017　疑問代名詞 ÷åé?（主格）
 91 Ð �åé ý±òî ñëîâà±ðü?

Ð �°òî ìîé ñëîâà±ðü.
 92 Ð �üß ý±òî ñó±ìêà?

Ð �°òî ìîß± ñó±ìêà.
 93 Ð �üÞ ý±òî ïàëüòî±?

Ð �°òî ìîÞ ïàëüòî±.
 94 Ð �üè ý±òî äå±íüãè?

Ð �°òî ìîè± äå±íüãè.
 95 � ÷åé ý±òî áàãà±æ? �âîé?
 96 �°òî íà±øà ñåìüß±.
 97 �âàíî±âû Ð íà±øè ñîñå±äè.
 98 �îò åãî± à±äðåñ.
 99 �°òî åÞ êâàðòè±ðà.
100 �õ ñûí �ëå±ã Ð ñòðîè±òåëü.

018　指示代名詞 ý±òîò（主格）
101 �°òîò ñëîâà±ðü ìîé.
102 �°òîò ãî±ðîä áîëüøî±é.
103 �òî ý±òîò èíæåíå±ð?
104 �°òà øà±ïêà ìîß±.
105 �òî ý±òà æå±íùèíà?
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82 これは私の母です。

83 これは私のすることです。

84 これは私の両親です。

85 ほら、私たちの町です。

86 ほら、私たちの家族です。

87 ほら、私たちの手紙です。

88 ほら、私たちの子供です。

89 イーゴリ、ほら、あなたの眼鏡ですよ。

90 では、あなたの品物はどこですか。

017　疑問代名詞 ÷åé?（主格）
91 これは誰の辞書ですか。

これは私の辞書です。

92 これは誰のバッグですか。

これは私のバッグです。

93 これは誰のコートですか。

これは私のコートです。

94 これは誰のお金ですか。

これは私のお金です。

95 では、これは誰の手荷物ですか。君のですか。

96 これは私たちの家族です。

97 イヴァノフ一家は私たちの隣人です。

98 ほら、彼の住所です。

99 これは彼女のアパートです。

100 彼らの息子のオレーグは建設労働者です。

018　指示代名詞 ý±òîò（主格）
101 この辞書は私のものです。

102 この町は大きい。

103 この技術者は誰ですか。

104 この帽子は私のものです。

105 この婦人は誰ですか。
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106 � ý±òîò ôàêñ îòêó±äà?
107 �°òî ïèñüìî± âà±æíîå.
108 �°òè ó±ëèöû øèðî±êèå.
109 �°òè ìåñòà± äîðîãè±å?
110 �äå ý±òè äå±íüãè?

019　形容詞（主格）

111 Ð �òî ý±òî òàêî±å?
Ð �àø íî±âûé òåà±òð.

112 �°òî íà±øà íî±âàß êâàðòè±ðà.
113 �°òî íî±âîå ïëà±òüå. � ïàëüòî± òî±æå íî±âîå.
114 �äåñü íî±âûå êàññå±òû, ÷àñû±.
115 �í åùÞ ìîëîäî±é âðà÷.
116 �å±íà ìîëîäà±ß æå±íùèíà!
117 �îêêå±é Ð çè±ìíèé ñïîðò.
118 Ç�è±ìíßß äîðî±ãàÈ Ð ñòèõîòâîðå±íèå �ó±øêèíà.

020　形容詞の用法

119 �°òî âêó±ñíûé ÷àé.
�°òîò ÷àé âêó±ñíûé.

120 �îò òî±÷íûé à±äðåñ.
�°òîò à±äðåñ òî±÷íûé.

121 �îò áîëüøî±é ìàãàçè±í.
�àãàçè±í äîâî±ëüíî áîëüøî±é.

122 �°òî ñòà±ðàß êíè±ãà.
�°òà êíè±ãà î±÷åíü ñòà±ðàß.

123 �åãî±äíß õîðî±øàß ïîãî±äà.
�åãî±äíß ïîãî±äà õîðî±øàß.

021　疑問詞 êàêî±é?
124 �àêî±é ý±òî ó÷å±áíèê?
125 �àêî±é ñàëà±ò? �ßñíî±é èëè ðû±áíûé?
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106 このファックスはどこからのものですか。

107 この手紙は重要です。

108 これらの通りは幅広い。

109 これらの席は高価ですか。

110 そのお金はどこですか。

019　形容詞（主格）

111 これはいったい何ですか。

私たちの新しい劇場です。

112 これは私たちの新しいマンションです。

113 これは新しいワンピースです。一方、コートもまた新しい。

114 ここに新しいカセットと時計がある。

115 彼はまだ若い医者です。

116 レーナは若い婦人です。

117 ホッケーは冬のスポーツです。

118 『冬の道』はプーシキンの詩です。

020　形容詞の用法

119 これはおいしいお茶です。

このお茶はおいしい。

120 ほら、正確な住所です。

この住所は正確です。

121 ほら、大きな店です。

店はかなり大きい。

122 これは古い本です。

この本はとても古い。

123 今日はよい天気です。

今日は天気がよい。

021　疑問詞 êàêî±é?
124 それはどんな教科書ですか。

125 どんなサラダですか。肉のですか魚のですか。
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126 �àêî±å ý±òî çäà±íèå?
127 �àêè±å ý±òî îòâå±òû?
128 �àêè±å ý±òî ïëà±íû?
129 �àêî±é âêó±ñíûé ÷àé!
130 �àêà±ß õîðî±øàß ðàáî±òà!
131 �àêà±ß êðàñè±âàß! �òî îíà±?
132 �àêî±å êðàñè±âîå çäà±íèå!
133 �àêè±å îíè± äî±áðûå!

023　動詞の現在形（第１変化）

134 � çíà±þ ßïî±íñêèé ßçû±ê
135 � õîðîøî± ÷èòà±þ ïî-àíãëè±éñêè.
136 �òî òû äå±ëàåøü çà±âòðà?
137 �î÷åìó± òû òàê äó±ìàåøü?
138 �à±ìà, êàê òû íå ïîíèìà±åøü!
139 �î÷åìó± îí íå îòâå÷à±åò?
140 �èôò íå ðàáî±òàåò.
141 �û ÷èòà±åì, äó±ìàåì, è ïîíèìà±åì ïî-ðó±ññêè.
142 �å±÷åðîì ìû îòäûõà±åì, ñëó±øàåì ðà±äèî, ó±æèíàåì.
143 �àê âû äó±ìàåòå, ý±òî õîðî±øèé ôèëüì?
144 �îãäà± âû ãóëß±åòå? �°òðîì?
145 �å±òè ñåãî±äíß íå ãóëß±þò. �åãî±äíß äîæäü.

024　名詞の前置格（単数）

146 �û ãóëß±åì â ïà±ðêå.
147 �å±íà ÷èòà±åò â áèáëèîòå±êå.
148 �à±ìà ñëó±øàåò â êî±ìíàòå.
149 � íå íà ïå±íñèè, à ðàáî±òàþ â ìóçå±å.
150 �òî â ñåìüå± íå ðàáî±òàåò?
151 �äå âû îòäûõà±åòå? � äåðå±âíå, â ãî±ðîäå, â ñàíàòî±ðèè?
152 � �îññè±è âñåãäà± ïëîõà±ß ïîãî±äà?
153 �óðè±ñòû ãóëß±þò íà ïëî±ùàäè.
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126 それはどんな建物ですか。

127 それはどんな回答ですか。

128 それはどんな計画ですか。

129 なんとおいしいお茶だろう！

130 なんと立派な仕事だろう！

131 なんと美しい！彼女は誰ですか。

132 なんと美しい建物でしょう！

133 なんと彼らは優しいのでしょう！

023　動詞の現在形（第１変化）

134 私は日本語を知っています。

135 私は上手に英語で読みます。

136 君は明日なにをしますか。

137 なぜ君はそのように思うのですか。

138 ママ、どうしてわからないの。

139 なぜ彼は答えないのですか。

140 エレベーターは動いていない。

141 私たちはロシア語で読み、考え、理解します。

142 夕方私たちは、くつろぎ、ラジオを聴き、夕食をとります。

143 あなたはどう思いますか。それはよい映画ですか。

144 あなたはいつ散歩しますか。朝にですか。

145 子供たちは今日散歩していません。今日は雨です。

024　名詞の前置格（単数）

146 私たちは公園で散歩します。

147 レーナは図書館で読書しています。

148 ママが部屋で聞いています。

149 私は年金を受けていなく、博物館で働いています。

150 家族の中で働いていないのは誰ですか。

151 あなたはどこで休みますか。村でですか、町でですか、保養所でですか。

152 ロシアではいつでも悪い天気ですか。

153 旅行者たちが広場を散歩しています。
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154 Ð �òî îí äå±ëàåò ?
Ð �í îòäûõà±åò â ëåñó±.

155 �å±òè íà áåðåãó±, à �à±ðèê â âîäå±.

025　前置詞 î, â, íà と前置格

156 �îæà±ëóéñòà. �îò êíè±ãà î ãî±ðîäå �ëàäè±ìèðå.
157 �í ðàññêà±çûâàåò î çàâî±äå, î ðàáî±òå.
158 �û ìíî±ãî çíà±åì î �îñêâå±.
159 � êî±ìíàòå åñòü òåëåâè±çîð.
160 �à±øà Ð âðà÷. �í ðàáî±òàåò â áîëüíè±öå.
161 �íà± ðàáî±òàåò â òåà±òðå.
162 Ð �äå �°ðà?

Ð �íà± ñåé÷à±ñ â �îññè±è.
163 �òî â êî±ìíàòå? �òî íà îêíå±?
164 Ð �äå ìîé æóðíà±ë?

Ð �í íà ñòîëå±.
165 �à±ïà ðàáî±òàåò íà çàâî±äå.
166 �û îòäûõà±åì íà î±çåðå.
167 �í âûñòóïà±åò íà êîíöå±ðòå.

026　人称代名詞および êòî, ÷òî の前置格

168 � ÷Þì âû ðàññêà±çûâàåòå?
169 �è±íà, î êîì ý±òî òû ðàññêà±çûâàåøü?
170 � ÷Þì äå±ëî?
171 �òî îáî ìíå ãîâîðè±òü?
172 �àçå±òà åùÞ íå çíà±åò î òåáå±.
173 �òî âû çíà±åòå î íÞì?
174 � òàê ìíî±ãî î íåé ñëû±øàë.
175 �åðÞæà, ìè±ëûé. � äó±ìàþ òî±ëüêî î òåáå±.
176 Ð � ÷Þì âû ÷èòà±åòå?

Ð � ÷èòà±þ î ìó±çûêå.
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154 彼は何をしていますか。

彼は森の中で休んでいます。

155 子供たちは岸にいますが、犬のシャーリクは水の中です。

025　前置詞 î, â, íà と前置格

156 どうぞ。ほら、ウラジーミルの町に関する本です。

157 彼は工場について、仕事について語っています。

158 私たちはモスクワについてたくさん知っています。

159 部屋の中にはテレビがあります。

160 サーシャは医者です。彼は病院で働いています。

161 彼女は劇場で働いています。

162 イーラはどこにいますか。

今彼女はロシアにいます。

163 部屋の中には何がありますか。窓辺には何がありますか。

164 私の雑誌はどこにありますか。

それは机の上にあります。

165 パパは工場で働いています。

166 私たちは湖畔で休みます。

167 彼はコンサートに出場しています。

026　人称代名詞および êòî, ÷òî の前置格

168 あなたは何について語っているのですか。

169 ニーナ、君はいったい誰について語っているのですか。

170 何が問題なのですか。

171 私について何を話すべきでしょうか。

172 新聞はまだ君について知っていません。

173 あなたは彼について何を知っていますか。

174 私は彼女についてこんなにたくさん聞いています。

175 かわいいセリョージャよ。私はおまえのことだけしか考えていないよ。

176 あなたは何について読んでいるのですか。

私は音楽について読んでいます。
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027　特殊な変化をする動詞（１）

177 � äàâíî± æèâó± â �îñêâå±.
178 �òî æèâÞò çäåñü?
179 �û æèâÞì â îáùåæè±òèè.
180 �û æèâÞòå â �îâîñèáè±ðñêå?
181 �äå æèâó±ò �åòðî±âû?
182 �àòüß±íà ïè±øåò: Ç� ïèøó± âàì. �òî åùÞ íà±äî?È
183 �îß± äî÷ü ìíî±ãî ÷èòà±åò, ïè±øåò ðàññêà±çû.
184 �°òîò ïèñà±òåëü ïè±øåò òî±ëüêî î ëþáâè±.
185 �û õîðîøî± ïè±øåòå ïî-ðó±ññêè?
186 �è±êà è �îëî±äß ïè±øóò ïè±ñüìà.

028　動詞の現在形（第２変化）

187 � íåìíî±ãî ãîâîðþ± ïî-ðó±ññêè.
188 �î÷åìó± òû âäðóã ãîâîðè±øü, ÷òî òû íå ëþ±áèøü ñóï?
189 �î÷ü ãîâîðè±ò: Ò� íå ïîíèìà±þ.Ó
190 �òî âû ãîâîðè±òå?!
191 �þ±äè ãîâîðß±ò î äî±ìå, î çäîðî±âüå, î ðàáî±òå.
192 �î±øêà ñïèò íà äèâà±íå.
193 �ûñòóïà±åò íàø ñîñå±ä. � ìû ñìî±òðèì.
194 �ëå±ã çâîíè±ò ïî òåëåôî±íó.
195 �çâèíè±òå, ß íå ñëû±øó.
196 �äå âû ñèäè±òå? �û ñèäè±ì íà áàëêî±íå.
197 �à ó±ëèöå ëþ±äè ñïåøà±ò.

029　名詞の対格（単数）

198 �îëî±äß ÷èòà±åò ãàçå±òó, à �à±øà Ð êíè±ãó.
199 �åíà± ïîêà±çûâàåò æóðíà±ë Ç�î±äàÈ.
200 � î±÷åíü ëþáëþ± �è±çó.
201 �î±íß ïîêóïà±åò î±âîùè íà ðû±íêå.
202 �íè± ãîòî±âßò ó±æèí.
203 �û çíà±åøü ïëî±ùàäü �àãà±ðèíà?
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027　特殊な変化をする動詞（１）

177 私は昔からモスクワに住んでいます。

178 ここには誰が住んでいますか。

179 私たちは学生寮に住んでいます。

180 あなたたちはノヴォシビルスクに住んでいるのですか。

181 ペトロフ一家はどこに住んでいますか。

182 タチヤナは書く「私はあなたに書きます。それ以上何が必要でしょうか。」

183 私の娘はたくさん読み、物語を書きます。

184 その作家は愛についてしか書きません。

185 あなたは上手にロシア語で書けますか。

186 ヴィーカとヴォローヂャは手紙を書いています。

028　動詞の現在形（第２変化）

187 私は多少ロシア語を話せます。

188 なぜ君は突然いうんだ。君がスープを好きでないなんて。

189 娘は言う「私にはわかりません。」

190 あなたは何を言っているのですか。

191 人々は家について、健康について、仕事について話します。

192 猫はソファーの上で寝ています。

193 私たちの隣人が登場しています。だから私たちは見ます。

194 オレーグは電話をかけています。

195 すみません、私には聞こえません。

196 あなたはどこに座っているのですか。私たちはバルコニーに座っています。

197 通りでは人々が急いでいます。

029　名詞の対格（単数）

198 ヴォローヂャは新聞を、マーシャは本を読んでいる。

199 妻が雑誌『モード』を見せている。

200 私はリーザがとても好きだ。

201 ソーニャは市場で野菜を買う。

202 彼らは夕食を準備している。

203 君はガガーリン広場を知っていますか。
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204 �êó±÷íî, è ß ñìîòðþ± òåëåâè±çîð.
205 �îéäÞì íà ìî±ðå.
206 �ðèãëàøà±åì íà êîíöå±ðò.
207 �î±íß ñìî±òðèò â îêíî±.
208 �âòî±áóñ å±äåò íà ïëî±ùàäü.

030　人称代名詞および êòî, ÷òî の対格

209 �åíà± ñîâñå±ì íå ïîíèìà±åò ìåíß±. � òâîß± Ð òåáß±?
210 � ëþáëþ± òåáß±.
211 �àê åãî± çîâó±ò?
212 �äåñü âïåðâû±å �íå±ãèí âñòðå÷à±åò åÞ.
213 �òî ïîçäðàâëß±åò âàñ?
214 �ðîñòè±òå, ß âàñ íå çíà±þ.
215 �îãî± âû ñïðà±øèâàåòå îá ý±òîì?
216 �òî âû çíà±åòå î �îññè±è?

032　特殊な変化をする動詞（２）

217 �°íß, ß èäó± â ìàãàçè±í.
218 �è±íà! �û èäÞøü äîìî±é?
219 �û èäÞì â ïîõî±ä ïåøêî±ì.
220 �îòî±ì îíè± èäó±ò íà êó±õíþ.
221 � å±äó íà àâòî±áóñå.
222 �í â ÷åòâå±ðã å±äåò â �è±åâ.
223 �û ñåãî±äíß íå ðàáî±òàåì. �û å±äåì â öåíòð.
224 �à±øà èäÞò, à �àêñè±ì å±äåò íà ìàøè±íå.
225 Ð �óäà± îí å±äåò?

Ð �í ñåé÷à±ñ å±äåò íà ðàáî±òó.
226 �û å±äåòå äîìî±é?

033　前置詞 â, íà と対格・前置格

227 �óäà± âû ïîòî±ì èäÞòå?
228 �óäà± å±õàòü?
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204 退屈だ。だから、私はテレビを見ます。

205 海に行きましょう。

206 コンサートに招待いたします。

207 ソーニャは窓の外を見ている。

208 バスが広場に向かって走っていきます。

030　人称代名詞および êòî, ÷òî の対格

209 妻は全く私の言うことを理解しません。君の言うことはどうですか。

210 僕は君が好きだ。

211 彼の名前は何ですか。

212 ここで初めてオネーギンは彼女に出会います。

213 誰があなたをお祝いしていますか。

214 すみません、私はあなたを知りません。

215 あなたはそれについて誰に尋ねますか。

216 あなたはロシアについて何を知っていますか。

032　特殊な変化をする動詞（２）

217 アーニャ、私はお店に行くところですよ。

218 ニーナ、君は家に帰るところかい。

219 私たちは遠足に歩いていきます。

220 それから彼らは台所に行きます。

221 私はバスに乗っています。

222 彼は木曜日にはキエフに行きます。

223 私たちは今日は働きません。都心に行くところです。

224 マーシャは歩いていますが、マキシムは自動車に乗っています。

225 彼はどこに行くのですか。

彼は今仕事に行くところです。

226 あなたは家に帰るところですか。

033　前置詞 â, íà と対格・前置格

227 それからあなたはどこに行くのですか。

228 どちらにやりますか。（タクシーなどで）
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229 �à ÷Þì âû å±äåòå òóäà±?
230 � å±äó íà ìåòðî±.
231 �û å±äåì íà ìàøè±íå èëè íà òàêñè±.
232 �îò õîðîøî±. � òî±æå å±äó íà àâòî±áóñå.
233 �àê å±õàòü íà äà±÷ó: íà ïî±åçäå èëè íà ìàøè±íå?
234 Ð �û å±äåòå íà àâòî±áóñå?

Ð �à.
235 �íà± ëåòè±ò íà ñàìîëÞòå.

034　定動詞と不定動詞

236 � èäó± â èíñòèòó±ò, à �è±íà èäÞò â øêî±ëó.
237 �à±æäûé äåíü îí õî±äèò íà ðàáî±òó.
238 �û ÷à±ñòî õî±äèì â òåà±òð è íà êîíöå±ðòû.
239 �à±âòðà îíè± å±äóò íà þã.
240 �à±æäûé ãîä îíè± å±çäßò íà þã.
241 �à±ëü÷èê õîðîøî± å±çäèò íà âåëîñèïå±äå.
242 �îëîäî±é ÷åëîâå±ê, âû ëåòè±òå â �îñêâó±?
243 �òñþ±äà ñàìîëÞòû ëåòà±þò â �îñêâó±, �èì.
244 �òè±öû ëåòà±þò.
245 �à±ìà âåäÞò �à±òþ ê âðà÷ó±.
246 �íà± âî±äèò �à±òþ ïî÷òè± êà±æäûé äåíü â ïàðê.
247 �è±ìà õîðîøî± âî±äèò ìàøè±íó.

036　動詞の過去

248 �÷åðà± �è±íà ÷èòà±ëà Ç�ãîíÞêÈ.
249 �û ÷èòà±ëè ðó±ññêèå ãàçå±òû?
250 �û çàáû±ë? � åãî± óæå± ÷èòà±ë.
251 �íè± ìíî±ãî ÷èòà±ëè, çíà±ëè èíîñòðà±ííûå ßçûêè±.
252 �à±òß, êòî ïèñà±ë ðàáî±òó?
253 �à±áóøêà âñåãäà± ãîâîðè±ëà: Ç�è±òß Ð ìîé âíóêÈ.
254 �îëî±äß æèë â êâàðòè±ðå. �è±êà æèëà± â îáùåæè±òèè.
255 �òî ß äå±ëàëà? �è÷åãî±. � ñìîòðå±ëà â îêíî±.
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229 そこへあなたは何に乗っていくのですか。

230 私は地下鉄に乗っています。

231 私たちは自動車かタクシーに乗っていきます。

232 それはよかった。私もバスに乗っていくところです。

233 別荘にはどうやって行くのですか。列車ですか、自動車ですか。

234 あなたはバスに乗っていきますか。

はい。

235 彼女は飛行機に乗っています。

034　定動詞と不定動詞

236 私は研究所に行くところですが、ジーナは学校に行くところです。

237 彼は毎日仕事に行きます。

238 私たちはしばしば劇場やコンサートにいきます。

239 明日彼は南に行くところです。

240 毎年彼らは南に行ってきます。

241 少年は上手に自転車に乗れます。

242 お若いの、モスクワに飛ぼうというのか。

243 ここから飛行機がモスクワ、ローマに飛んでいます。

244 鳥は飛ぶものである。

245 ママはカーチャを医者に連れていく。

246 彼女はほとんど毎日カーチャを公園に連れていきます。

247 ヂーマは上手に自動車を運転します。

036　動詞の過去

248 昨日ニーナは『アガニョーク』を読んでいた。

249 あなたはロシアの新聞を読んだことがありますか。

250 君は忘れたのか。私はそれをすでに読んだことがある。

251 彼らはたくさん読書をし、外国語を知っていた。

252 カーチャ、誰がその作品を書いたのですか。

253 「ヴィーチャは私の孫だ」と祖母がいつも言っていた。

254 ヴォローヂャはアパートに住んでいた。ヴィーカは学生寮に住んでいた。

255 私は何をしていたんだろう。何も。私は窓の外を見ていた。
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256 �íà± îáû±÷íî îòâå÷à±ëà: Ò�ñÞ õîðîøî±.Ó
257 �û óæå± îáå±äàëè?

037　動詞 áûòü の用法

258 �îãî±äà áûëà± õîðî±øàß.
259 � òî±æå áûë íà ìî±ðå, õîäè±ë íà ïëßæ.
260 � çâîíè±ëà âåñü äåíü. �äå òû áûëà±?
261 � çíà±þ ý±òîò ðåñòîðà±í. � îäíà±æäû áûëà± òàì.
262 �û áû±ëè íà �ðà±ëå, íà �àâêà±çå.
263 �î÷åìó± òû íå± áûë íà êîíöå±ðòå?
264 �°òî èíòåðå±ñíûé ìóçå±é. �à±çâå òû íå áûëà± òàì?
265 �å±ðà, òû áó±äåøü äî±ìà ÷å±ðåç ÷àñ?
266 �åðãå±é áó±äåò äî±ìà ó±òðîì?
267 � âîñêðåñå±íüå ìû áó±äåì íà äà±÷å.

038　動詞の未来形

268 �°òðîì ß áó±äó óáèðà±òü êî±ìíàòû.
269 � áó±äó ãîòî±âèòü îáå±ä.
270 �û áó±äåøü ïîñòóïà±òü â óíèâåðñèòå±ò?
271 � ÷òî æå, òû öå±ëûé äåíü áó±äåøü ðàáî±òàòü?
272 �à±ìà ñåé÷à±ñ áó±äåò ïðîâåðß±òü òåòðà±äè.
273 �âà±í �òåïà±íîâè÷, êòî áó±äåò âñòðå÷à±òü âàñ?
274 � à±âãóñòå ìû áó±äåì îòäûõà±òü â �ðûìó±.
275 �äå âû áó±äåòå âñòðå÷à±òü �î±âûé ãîä?
276 �û áó±äåòå ïîêóïà±òü êîëüöî±?
277 �åñü äåíü îíè± áó±äóò çàíèìà±òüñß.

039　特殊な変化をする動詞（３）

278 �íà± ìå±äëåííî øëà â ðåäà±êöèþ.
279 �åäà±âíî øÞë íî±âûé ôðàíöó±çñêèé ôèëüì.
280 �ôèöèà±íò ïðèíÞñ ìåíþ±.
281 �î±êòîð, ß âñþ íî÷ü íå ìîãó± ñïàòü.
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256 彼女はいつも答えたものだ。すべてよし、と。

257 あなたはもう昼食をとりましたか。

037　動詞 áûòü の用法

258 天気は良かった。

259 私もまた海に行き、海岸にいってきました。

260 私は一日中電話していました。君はどこにいたのですか。

261 私はそのレストランを知っています。ある時そこに行ったことがあります。

262 私たちはウラル、コーカサスに行ったことがあります。

263 なぜ君はコンサートに行かなかったのかい。

264 それは興味深い博物館です。君はそこにいったことがないのかい。

265 ヴェーラ、一時間あとに君は家にいるかい。

266 朝、セルゲイは家にいますか。

267 日曜日、私たちは別荘に行きます。

038　動詞の未来形

268 朝に私は部屋を整理します。

269 私は昼食を準備するつもりです。

270 君は大学に進学するつもりかい。

271 じゃ、君は一日中勉強するつもりかい。

272 今ママがノートを調べるからね。

273 イヴァン・ステパーノヴィチさん、誰があなたを出迎える予定ですか。

274 ８月には私たちはクリミアで休暇をとる予定です。

275 あなたはどこで新年を迎えるつもりですか。

276 あなたは指輪を買うつもりですか。

277 彼らは一日中勉強するだろう。

039　特殊な変化をする動詞（３）

278 彼女はのろのろと編集部に行きました。

279 最近新しいフランス映画をやっていました。

280 給仕がメニューを持ってきました。

281 先生、私は一晩中眠れないのです。
- 29 -

282 �íà± óæå± íå ìî±æåò ðàáî±òàòü.
283 �í íå ìîã å±õàòü: áû±ëî ìíî±ãî ðàáî±òû.
284 �òî îíà± ìîãëà± ñêàçà±òü î ïîäðó±ãå?
285 � õî÷ó± êóïè±òü áèëå±òû â òåà±òð.
286 �òî òû õî±÷åøü äå±ëàòü ñíà÷à±ëà?
287 �û õîòè±òå èãðà±òü â òåà±òðå?
288 �äèâè±òåëüíî! �í íå õîòå±ë óåçæà±òü.
289 �óäà± âû õîòå±ëè ïîñòóïà±òü?

040　簡単な複文

290 �àê? � äó±ìàë, ÷òî âû ðó±ññêèé.
291 � äó±ìàþ, ÷òî îíà± íå çíà±åò î âñòðå±÷å.
292 �òî ãîâîðè±ò, ÷òî ý±òî èíòåðå±ñíàß ïåðåäà±÷à?
293 �û ãîâîðè±ëè, ÷òî îíà± ëþ±áèò ÷èòà±òü?
294 �òî ãîâîðè±ë, ÷òî áó±äåò äîæäü?
295 � çíà±þ, ÷òî âû áû±ëè â áîëüíè±öå.
296 �å±ðà íå çíà±åò, ÷òî çà±âòðà áó±äóò çàíß±òèß.
297 �àê!? �û íå çíà±åòå, ÷òî òàêî±å ���?
298 � äó±ìàþ, ÷òî çà±âòðà áó±äåò äîæäü.
299 � ãîâîðþ±, ÷òî âñÞ áó±äåò õîðîøî±.

042　名詞の生格（単数）

300 �û íå çíà±åøü òåëåôî±í ðàáî±òû?
301 �äåñü åñòü íî±ìåð åÞ òåëåôî±íà.
302 �àêî±é íî±ìåð ïà±ñïîðòà?
303 �îñòè±íèöà ñòîè±ò â öå±íòðå ãî±ðîäà.
304 �òî òàêî±å �íèâåðñèòå±ò è±ìåíè �îìîíî±ñîâà?
305 �ñå çíà±þò è±ìß �ó±øêèíà.
306 �åíü ðîæäå±íèß �ó±øêèíà Ð âñåî±áùèé ïðà±çäíèê?
307 � êî±ìíàòå �îëî±äè Ð îäíî± îêíî±.
308 �à ñå±âåðå �îñêâû± ñòðî±ßò íî±âûå äîìà±.
309 �à áåðåãó± ìî±ðß ñåé÷à±ñ ãîðà±çäî ëó±÷øå.
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282 彼女はもう働けません。

283 彼は行けませんでした。たくさん仕事があったのです。

284 女友達について彼女に何が話せただろうか。

285 私は劇場の切符を買いたい。

286 君はまず何をしたいのかい。

287 あなたは劇場で演奏したいですか。

288 おどろいた！彼は出発したくなかったのだ。

289 あなたはどこに入学したかったのですか。

040　簡単な複文

290 なんだって、私はあなたがロシア人だと思いました。

291 彼女は会見のことを知らないのだと思います。

292 それがおもしろい番組だと誰が言っているのだ。

293 あなたは彼女が読書好きだといいましたね。

294 雨が降ると誰が言ったのですか。

295 私はあなたが病院にいたことを知っている。

296 ヴェーラは、明日授業があることを知りません。

297 なんだって、あなたはモス大がどんなものか知らないのですか。

298 明日は雨になると思う。

299 すべてがうまくいくと私は言っているのです。

042　名詞の生格（単数）

300 君は職場の電話を知らないのか。

301 ここに彼女の電話番号がある。

302 パスポートの番号は何番ですか。

303 そのホテルは都心に建っている。

304 ロモノーソフ名称大学とはいったい何ですか。

305 プーシキンの名前はみんなが知っています。

306 プーシキンの誕生日は全国的な祝日ですか。

307 ヴォローヂャの部屋には一つの窓がある。

308 モスクワの北部には新しい家々がたっている。

309 今は海岸の方がずっといい。
- 31 -

043　人称代名詞および êòî, ÷òî の生格

310 � òåáß± åñòü ïðîãðà±ììà?
311 � íåãî± åñòü áîëüøî±é î±ïûò.
312 � íåÞ äî±áðàß äóøà±.
313 � íàñ óæå± çèìà±.
314 � íàñ âêó±ñíàß ðû±áà.
315 � âàñ ïðåêðà±ñíûé âèä èç îêíà±.
316 � íèõ òðó±äíàß æèçíü.
317 � êîãî± îí áûë? � âðà÷à±.
318 � íå çíàë, ñ ÷åãî± íà÷à±òü.

044　所有の表現

319 � ìåíß± åñòü íî±âàß ïî±ëüñêàß ìà±ðêà.
320 � ìåíß± åñòü äðóã äå±òñòâà.
321 � ìåíß± áûë ñåðüÞçíûé ðàçãîâî±ð äî±ìà.
322 � âàñ åñòü âè±çà?
323 � âàñ åñòü áðàò?
324 � âàñ åñòü ñåñòðà±?
325 � íèõ åñòü òåëåâè±çîð.
326 � íàñ áûëà± âñòðå±÷à â óíèâåðñèòå±òå.
327 � ìåíß± áû±ëî ïëîõî±å íàñòðîå±íèå.
328 � ìåíß± áó±äåò âðå±ìß.

045　存在や所有の否定表現

329 �ó, íåò. � ìåíß± íåò âðå±ìåíè.
330 � ìåíß± íåò äðó±ãà â ý±òîì ãî±ðîäå.
331 � âàñ íåò ðó±÷êè?
332 � íèõ íåò ñû±íà.
333 �à ý±òîé ó±ëèöå íåò êèíîòåà±òðà.
334 �î äâîðå± íåò êèî±ñêà.
335 � ìåíß± íå± áûëî ó÷å±áíèêà.
336 �âà±íà �âà±íîâè÷à íå± áûëî äî±ìà.
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043　人称代名詞および êòî, ÷òî の生格

310 君はプログラムを持っているかい。

311 彼は経験に富んでいる。

312 彼女は善良な心を持っている。

313 私たちのところではもう冬です。

314 私たちのところにはおいしい魚があります。

315 お宅では窓からの眺めがすばらしい。

316 彼らは生活が苦しい。

317 彼は誰のところに行って来たのですか。医者のところです。

318 私は何から始めるべきか知らなかった。

044　所有の表現

319 私は新しいポーランドの切手を持っています。

320 私には幼なじみがいる。

321 私の家では重大な話し合いがあった。

322 あなたはヴィザをお持ちですか。

323 あなたには兄がいますか。

324 あなたには姉がいますか。

325 彼らはテレビを持っている。

326 私たちには大学で会見があった。

327 私は気分が悪かった。

328 私には時間ができるだろう。

045　存在や所有の否定表現

329 いや、私には暇がない。

330 この町では私には友人がいない。

331 ペンをお持ちではないですか。

332 彼らには息子がいない。

333 この通りには映画館がない。

334 中庭には売店がない。

335 私は教科書を持っていなかった。

336 イヴァン・イヴァノヴィチは家にいなかった。
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337 �à±âòðà äíÞì ó ìåíß± íå áó±äåò âðå±ìåíè.
338 �ëå±ãà íå áó±äåò äî±ìà ñåãî±äíß âå±÷åðîì.

046　男性名詞活動体の対格（単数）

339 �÷åðà± ß âè±äåë âà±øó ñåñòðó± è åÞ ñû±íà.
340 �åãî±äíß ß âè±äåë ñîñå±äà.
341 �û çíà±åøü, �è±øà, ß âè±äåë â÷åðà± òàì �°ãîðß.
342 �û íå âè±äåëè äèðå±êòîðà?
343 �°òîãî ÷åëîâå±êà ìû õîðîøî± çíà±åì.
344 �û ïðèãëàøà±åì â ãî±ñòè äðó±ãà è åãî± äå±âóøêó.
345 �îñå±äà íå ïðèãëàøà±ëè íà ïðà±çäíèê.
346 �à±ìà ñïðà±øèâàåò ñû±íà äî±ìà.
347 �åãî±äíß âñß âòîðà±ß êâàðòè±ðà æäÞò ãî±ñòß.
348 �àê çîâó±ò åãî± ñû±íà?

047　生格支配の前置詞

349 � íå ìîãó± æèòü áåç òåà±òðà.
350 �°ëß å±çäèëà íà þã áåç �íòî±íà.
351 �êî±ëüêî å±õàòü îò �åòåðáó±ðãà äî �îñêâû±?
352 �àê äîå±õàòü îò èíñòèòó±òà äî ìóçå±ß?
353 �åãî±äíß ó äå±äóøêè äåíü ðîæäå±íèß.
354 �à±âòðà ìû ëåòè±ì èç �îñêâû± â �îêèî.
355 �ëå±ã çâîíè±ò èç àâòîìà±òà.
356 �òêó±äà âû èäÞòå? � èäó± èç ìàãàçè±íà.
357 �°êîëî àóäèòî±ðèè ñòîß±ò ñòóäå±íòû.
358 �°êîëî ãîñòè±íèöû åñòü òåà±òð, íåäàëåêî± îò íåÞ ìóçå±é.
359 �°òà ñó±ìêà òßæåëà± äëß íåÞ.
360 �°òî ïåðåäà±÷à íå äëß äåòå±é.

048　名詞の与格（単数）

361 �û ïðåäëîæè±ëè ñåñòðå± êóïè±òü ìå±áåëü?
362 �åñòðà± õîäè±ëà ê âðà÷ó± â ïîíåäå±ëüíèê.
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337 明日の日中、私には時間がない。

338 今日の夕方、オレーグは家にいません。

046　男性名詞活動体の対格（単数）

339 昨日あなたの姉と彼女の息子を見ました。

340 今日私は隣人をみかけました。

341 君は知っているだろう、ミーシャ、私が昨日あそこでイーゴリを見たのを。

342 あなたは所長を見ませんでしたか。

343 私たちはその人をよく知っています。

344 私たちは友人と彼の女友だちをお客に招待しています。

345 隣人は祝いの席に招待されなかった。

346 ママは家で息子に質問しています。

347 今日は２号室挙げてお客を待っています。

348 彼の息子は何という名前ですか。

047　生格支配の前置詞

349 私は劇場なしでは生きていけない。

350 オーリャはアントン抜きで南に行ってきた。

351 ペテルブルクからモスクワまでは、どのぐらいの旅程ですか。

352 研究所から博物館までどのように行けばいいのですか。

353 今日おじいさんは誕生日だ。

354 明日、私たちはモスクワから東京へ飛び立ちます。

355 オレーグは公衆電話から電話します。

356 あなたはどこから来たのですか。私は店から帰るところです。

357 講義室の付近に学生たちが立っています。

358 ホテルの付近に劇場があり、その近くに美術館があります。

359 そのカバンは彼女にとって重い。

360 それは子供向け番組ではない。

048　名詞の与格（単数）

361 あなたは妹さんに家具を買うよう勧めましたか。

362 姉は月曜日に医者のところにいってきました。
- 35 -

363 �ëà±âàòü ïî ìî±ðþ íåîáõîäè±ìî.
364 �âà±í �âà±íîâè÷ äàë �àêñè±ìó øà±õìàòû.
365 �û ïîêà±çûâàëà ôîòîãðà±ôèè �è±íå?
366 �°ííà �åòðî±âíà êóïè±ëà �è±íå êíè±ãó.
367 �îðîøî±. � áó±äó òåáå± ïîìîãà±òü âå±÷åðîì.
368 �òå±ö äå±ëàåò ñòîë, à ñûí îòöó± ïîìîãà±åò.
369 �°òî �âåðñêà±ß ó±ëèöà. � âîò ïà±ìßòíèê �ó±øêèíó.
370 �íà± äà±æå çàâè±äóåò �è±íå �èêîëà±åâíå.

049　人称代名詞および êòî, ÷òî の与格

371 � êîìó± âû èäÞòå?
372 � òû ìî±æåøü ìíå ý±òî îáúßñíè±òü?
373 � õî÷ó± ïîêàçà±òü òåáå± íî±âîå ïëà±òüå.
374 �îãäà± ß ïîçâîíþ± åìó± ñåãî±äíß.
375 �îëî±äß âñòàÞò è óñòóïà±åò åìó± ìå±ñòî.
376 �î±æíî ïîêàçà±òü åé ý±òî ïèñüìî±?
377 � íàì å±äåò ìîé äå±äóøêà, �âà±í �òåïà±íîâè÷.
378 �ëå±ã ÷à±ñòî ïè±øåò íàì î �îâîñèáè±ðñêå.
379 �à±ìà ïîäàðè±ëà âàì îòëè±÷íûå äæè±íñû.
380 �î ñâèäà±íèß, �íäðå±é �èêîëà±åâè÷. �ïàñè±áî âàì çà âñÞ.

050　前置詞 ê, ïî と与格

381 � ìåíß± ê íåìó± åñòü äå±ëî.
382 �è±òß èäÞò â ãî±ñòè ê �°ëå.
383 �à±øà ýêñêó±ðñèß ïîäõî±äèò ê êîíöó±.
384 �íà± ðàâíîäó±øíà ê ìó±çûêå.
385 � õî÷ó± ÷òî±-òî ïîäàðè±òü ñû±íó ê ïðà±çäíèêó.
386 �à ý±òîì çàêî±í÷èëàñü ýêñêó±ðñèß ïî ãî±ðîäó.
387 �î äîðî±ãå ß âàì ðàññêàæó± îá èñòî±ðèè �ðåìëß±.
388 �àêî±å ó íåãî± ìíå±íèå ïî ý±òîìó âîïðî±ñó?
389 � ñäàëà± ýêçà±ìåí ïî èñòî±ðèè ßçûêà±.
390 �òî ãîâîðß±ò ïî òåëåôî±íó?

- 36 -



363 海を航行することが必要だ。

364 イヴァン・イヴァノヴィチはマキシムにチェスを与えました。

365 君はニーナに写真を見せたかい。

366 アンナ・ペトロヴナはニーナに本を買いました。

367 いいでしょう。夕方君を助けてあげよう。

368 父親は机を作り、息子は父親の手伝いをしている。

369 これはトヴェリ通りです。ほらあそこにはプーシキンの銅像があります。

370 彼女はニーナ・ニコラエヴナをうらやみさえしている。

049　人称代名詞および êòî, ÷òî の与格

371 あなたは誰のところへ行くところですか。

372 で、君はそれを私に説明できるかい。

373 私は君に新しいワンピースを見せたい。

374 では、私が今日彼に電話しよう。

375 ヴォローヂャは立ち上がり、彼に席を譲る。

376 彼女にこの手紙を見せてもいいですか。

377 私たちのところに私の祖父のイヴァン・ステパーノヴィチが来ます。

378 オレーグはしばしば私たちにノヴォシビルスクについて書いてきます。

379 ママはあなたたちにすてきなジーンズをプレゼントしました。

380 さようならアンドレイ・ニコライヴィチさん、お世話になりました。

050　前置詞 ê, ïî と与格

381 私は彼に用がある。

382 ヴィーチャはオーリャのところにお客に行く。

383 私たちの見学も終わりに近づいています。

384 彼女は音楽に無関心だ。

385 私は息子に祝日に何かプレゼントしたい。

386 町の見学はそれで終わった。

387 途中で私はあなたにクレムリンの歴史についてお話しします。

388 その問題について彼はどんな意見を持っていますか。

389 私は言葉の歴史に関する試験を受けた。

390 電話では何が話されていますか。
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051　無人称文

391 Ð �àì íå õî±ëîäíî?
Ð �û±ëî õî±ëîäíî, íî ñåé÷à±ñ òåïëî±.

392 �îðà± èäòè±. �î ñâèäà±íèß!
393 �°÷åíü ïðèß±òíî ñ âà±ìè ïîçíàêî±ìèòüñß.
394 �è±äèß �âà±íîâíà, ìî±æíî ìíå ñåñòü çà ïå±ðâûé ñòîë?
395 � àóäèòî±ðèþ íåëüçß± âîéòè±: ó ìåíß± íåò êëþ÷à±.
396 � àóäèòî±ðèþ íåëüçß± âõîäè±òü: òàì ëå±êöèß.
397 �íòåðå±ñíî ñðàâíè±òü ý±òó êîëëå±êöèþ ñ íà±øåé.
398 �íå áû±ëî ñìåøíî± âè±äåòü âñÞ ý±òî.
399 � ý±òîì ëåñó± áû±ëî î±÷åíü õîðîøî±.
400 �ëå±ãó áû±ëî ñêó±÷íî â áîëüíè±öå.
401 �îðîøî±, ÷òî âû çäåñü.
402 �à±ëêî, ÷òî âàñ íå± áûëî íà êîíöå±ðòå.

052　特殊な変化をする動詞（４）

403 �òî òû ðèñó±åøü?
404 �í ðèñó±åò òàêó±þ êàðòè±íó!
405 � íå óìå±þ ðèñîâà±òü.
406 �àê âû ñåáß± ÷ó±âñòâóåòå?
407 �í ÷ó±âñòâóåò ñåáß± ïëî±õî.
408 �î±ëüêî �å±íî÷êà ÷ó±âñòâîâàëà ñåáß± ïðåêðà±ñíî.
409 � åùÞ ÷åì âû èíòåðåñó±åòåñü?
410 �åì ß èíòåðåñó±þñü? �àáî±òîé.
411 � äå±òñòâà ß èíòåðåñîâà±ëñß õè±ìèåé.
412 �àê âû ïóòåøå±ñòâóåòå?

053　数詞（５）

413 � óæå± ñòî ðàç çâîíè±ë.
414 �èðîãî±â æèë è ðàáî±òàë ñòî ëåò íàçà±ä.
415 � ó÷å±áíèêå áû±ëî äâå±ñòè ñòðàíè±ö.
416 �îòî±ì ß êóïè±ëà ÷åòû±ðåñòà ãðàìì ðû±áû.
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051　無人称文

391 あなたは寒くありませんか。

寒かったですが、今は暖かいです。

392 行く時間だ。さようなら。

393 お会いできて大変うれしく思います。

394 リヂヤ・イヴァノヴナ、最初のテーブルに座っていいですか。

395 講堂には入れません。私は鍵を持っていません。

396 講堂に入ってはいけません。あそこでは講義が行われています。

397 そのコレクションを私たちのと比べるのはおもしろい。

398 これらはみな、見ていてこっけいだった。

399 その森の中はとてもよかった。

400 オレーグにとって病院は退屈だった。

401 あなたがここにいてよかった。

402 あなたがコンサートにいなかったので残念だ。

052　特殊な変化をする動詞（４）

403 君は何を描いているのかい。

404 彼はこんな絵を描いている。

405 私は絵を描けない。

406 ご気分はいかがですか。

407 彼は気分がすぐれない。

408 レーノチカだけがすばらしい気分だった。

409 で、そのほかにあなたは何に興味を持っていますか。

410 私は何に興味を持っているのだろう。仕事に。

411 子供の頃から私は化学に興味を持っていた。

412 ご旅行はいかがですか。

053　数詞（５）

413 もう百回も電話しました。

414 ピロゴフは百年前に生き、仕事をしました。

415 教科書は 200ページあった。

416 それから私は魚を 400グラム買った。
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417 �à±æäûé äåíü ñþäà± ïðèõî±äèò ïßòüñî±ò ÷åëîâå±ê.

054　名詞の造格（単数）

418 �à±ëü÷èê ïè±øåò ðó±÷êîé â ó÷å±áíèêå.
419 �å±òß ðàáî±òàåò îôèöèà±íòîì â ðåñòîðà±íå.
420 �å±òîì ß ðàáî±òàë ñòðîè±òåëåì íà ñòðî±éêå.
421 �íòî±í áó±äåò èíæåíå±ðîì.
422 �åì ñòà±íåò íàø ñûí ÷å±ðåç òðè ãî±äà?
423 �í ñòàë íà÷à±ëüíèêîì. � íåãî± êàáèíå±ò.
424 �í óâëåêà±åòñß ôóòáî±ëîì.
425 �°òà èñòî±ðèß ßâëß±åòñß ÷è±ñòîé ïðà±âäîé.
426 �íà± óå±õàëà ñ ìó±æåì â �èíñê Ð è âñÞ.

055　人称代名詞および êòî, ÷òî の造格

427 �åì îí áó±äåò?
428 �åì ðàáî±òàåò �°ííà �åòðî±âíà?
429 �åì âû õîòè±òå ñòàòü?
430 �åì òû îïß±òü íåäîâî±ëüíà?
431 �íà± íå õî±÷åò ñî ìíîé ðàçãîâà±ðèâàòü.
432 �÷åðà± ó íàñ ñ íèì áûë èíòåðå±ñíûé ðàçãîâî±ð.
433 � íå ìîãó± ñîãëàñè±òüñß ñ íåé.
434 �û ñ íåé ìà±ëî çíàêî±ìû.
435 �î±æíî ñ âà±ìè ïîãîâîðè±òü?
436 � òóò íà÷àëñß± ìå±æäó íè±ìè ñïîð.

056　造格支配の前置詞

437 � íèì âñåãäà± èíòåðå±ñíî ïîãîâîðè±òü.
438 �à ïî±÷òîé áûë ãàñòðîíî±ì. � ñåé÷à±ñ?
439 � ÷òî òàì äà±ëüøå, çà ãîðèçî±íòîì?
440 �íè± îñòàíîâè±ëèñü ïå±ðåä òåà±òðîì.
441 �î÷åìó± òàê òè±õî ïå±ðåä �î±âûì ãî±äîì?
442 �å±ðåä äîðî±ãîé íà±äî ïîñèäå±òü íåìíî±ãî.
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417 毎日ここに 500人の人が来ます。

054　名詞の造格（単数）

418 少年が教科書にペンで書いています。

419 ペーチャはレストランで給仕の仕事をしている。

420 夏、私は建設現場で建設労働者として働いた。

421 アントンは技師になるだろう。

422 ３年後、私たちの息子は何になるのだろう。

423 彼は所長になった。彼は執務室を持っている。

424 彼はサッカーに夢中だ。

425 その歴史は全くの真実だ。

426 彼女は夫とミンスクに去った。それっきりだ。

055　人称代名詞および êòî, ÷òî の造格

427 彼は何になるのだろうか。

428 アンナ・ペトロヴナは何の仕事をしていますか。

429 あなたは何になりたいですか。

430 君はまた何に不満なんだ。

431 彼女は私と話したがらない。

432 昨日、私は彼と興味深い話をした。

433 私は彼女に同意できない。

434 私は彼女をよく知らない。

435 あなたとお話ししていいですか。

436 そうこうしているうちに彼らの間で口論が始まった。

056　造格支配の前置詞

437 彼と話すのはいつも興味深い。

438 郵便局の向こうに食料品店があった。ところで今は。

439 あのむこう、地平線のむこうには何があるのだろう。

440 彼らは劇場の前で立ち止まった。

441 元日の前は何でこんなに静かなんだろう。

442 旅に出る前にはちょっと座らなければいけない。
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443 �àä ðåêî±é áûë ãóñòî±é òóìà±í.
444 �àä íà±ìè áû±ëî ß±ñíîå íå±áî.
445 �àä ãîëîâî±é Ð òî±ëüêî ãîëóáî±å íå±áî.
446 �äå ïèñüìî±? �î±æåò áûòü, îíî± ïîä ñòîëî±ì?

057　ñß 動詞

447 � íåìíî±æêî áîþ±ñü âîäû±.
448 �°òîò ñòóäå±íò áîè±òñß ìîðî±çà.
449 �°òà ðàáî±òà òðå±áóåò âðå±ìåíè.
450 �í ðà±íüøå ó÷è±ëñß ìó±çûêå.
451 �àòü ðà±äóåòñß ïèñüìó± ñû±íà.
452 �åì ß åùÞ èíòåðåñó±þñü?
453 �èêîëà±é �âà±íîâè÷ çàíèìà±ëñß äå±ëîì.
454 �û çàíèìà±åòåñü ñïî±ðòîì?

058　再帰人称代名詞 ñåáß±
455 �ó±âñòâóéòå ñåáß± êàê äî±ìà.
456 � æäó ðåáÞíêà è ÷ó±âñòâóþ ñåáß± ïëî±õî.
457 �ó, õîðîøî±, òû ñàìà± ñåáß± ñïàñëà±.
458 �û ïðèãëàøà±åì èõ ê ñåáå±.
459 �à âñß±êèé ñëó±÷àé, îí âçßë ñ ñîáî±é æóðíà±ë.
460 �à±ïà ñìîòðå±ë òî±ëüêî ïå±ðåä ñîáî±é íà äîðî±ãó.
461 �°ëß êëàäÞò ðß±äîì ñ ñîáî±é ñó±ìêó è æäÞò äß±äþ.
462 �àññêàæè±òå î ñåáå±.
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443 川の上は深い霧だった。

444 私たちの上には晴れた空があった。

445 頭の上には青い空があるだけだ。

446 手紙はどこですか。もしかしたら机の下かもしれない。

057　ñß 動詞

447 私はちょっと水が怖い。

448 その学生は寒波をおそれている。

449 その仕事には時間がかかる。

450 彼は以前音楽を学んでいた。

451 母親は息子の手紙に喜んでいる。

452 そのほかに私はどんな興味を持っているのだろう。

453 ニコライ・イヴァノヴィチは仕事に取り組んでいた。

454 あなたはスポーツをしますか。

058　再帰人称代名詞 ñåáß±
455 家にいるようにおくつろぎください。

456 私は妊娠していて、気分が悪い。

457 まあいいだろう。君は自分で自分を救うがいい。

458 私たちは彼らを自分の家に招待します。

459 万が一のために、彼は雑誌を持っていった。

460 パパは自分の前の道路だけを見ていた。

461 オーリャは自分の脇にバッグを置き、おじを待つ。

462 自分についてお話ください。
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ロシア語文法　　続基礎編

059　完了体と不完了体

463 �îëî±äß è �è±êà äî±ëãî ðåøà±ëè, êàê å±õàòü íà äà±÷ó.
464 � äàâíî± òåáß± æäó. �î÷åìó± òû òàê äî±ëãî íå èäÞøü?
465 � äî±ëãî íå ïîíèìà±ë åãî±, íàêîíå±ö, ïî±íßë.
466 �î÷åìó± âû òàê ìå±äëåííî ÷èòà±åòå?
467 �àøè±íû å±õàëè ìå±äëåííî èç-çà ãóñòî±ãî òóìà±íà.
468 � çâîíè±ë âàì â÷åðà± âå±÷åðîì, íî âàñ íå± áûëî äî±ìà.
469 �û íå áðàë ìîþ± êíè±ãó? �äå îíà±?
470 �û âçßë ðóáà±øêè?
471 �îãäà± ñåà±íñ êî±í÷èòñß?
472 �àáî±òà êîí÷à±åòñß â 5 êà±æäûé äåíü.
473 �î÷ü êîí÷à±åò øêî±ëó. �íà± óæå± âçðî±ñëàß.
474 � êî±í÷ó ðàáî±òó è ñðà±çó ïðèå±äó â òåà±òð.
475 �ðîñòè±òå, ÷òî âû ñêàçà±ëè?
476 � êòî òåáå± ý±òî ñêàçà±ë?
477 �àäè±òåñü, äàâà±éòå ïðîâî±äèì ñòà±ðûé ãîä.
478 �û óæå± óõî±äèòå?
479 � ïðèâû±ê âñòàâà±òü ðà±íî. � âû?
480 � òåïå±ðü íàó÷è±ëàñü ãîòî±âèòü çà±âòðàê ñàìà±.
481 �åáß±òà ïåðåñòà±ëè øóìå±òü.
482 �íå óäàëî±ñü äîñòà±òü áèëå±ò íà õîêêå±é.
483 � óñïå±ëà ïîñëà±òü ïè±ñüìà âî±âðåìß.

060　体と接頭辞

484 �íà± íåñëû±øíî âîøëà± â äâåðü.
485 �í íå±ñêîëüêî ðàç âõîäè±ë â êî±ìíàòó.
486 �å±òß, ïî÷åìó± òû âû±øåë èç êëà±ññà äî çâîíêà±?
487 �å±òß îáû±÷íî âûõîäè±ë èç äî±ìà â 8.
488 �ãî± íåò çäåñü: óøÞë â ìàãàçè±í.
489 �í îáû±÷íî óõîäè±ë äîìî±é ïî±çäíî.
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059　完了体と不完了体

463 ヴォロヂャとヴィーカは長い間どうやって別荘にいくか決めかねていた。

464 私は君をずっと待っている。何で君はこんなに長い間、来ないのだ。

465 私は長い間彼を理解しかねていたが、ついにわかった。

466 なぜあなたはそんなにゆっくり読むのですか。

467 深い霧のせいで車はゆっくりと進んでいた。

468 昨日夕方私はあなたに電話しましたが、あなたは家にいませんでした。

469 君は私の本を借りていないかい。それはどこにあるの。

470 君はワイシャツを持ったかい。

471 その出し物はいつ終わりますか。

472 毎日仕事は５時に終わります。

473 娘はもう学校を終えようとしている。彼女はもう大人です。

474 私は仕事を終え、すぐに劇場に行きます。

475 すみません、なんとおっしゃいましたか。

476 誰が君にそれを話したんだ。

477 お座りください。暮れる年を送りましょう。

478 もうお帰りですか。

479 私は早起きに慣れました。あなたは。

480 今では自分で朝食を作ることを覚えました。

481 みんなは騒ぐのをやめた。

482 私はうまくホッケーの切符を手に入れた。

483 私は間に合うように手紙をだすことができた。

060　体と接頭辞

484 彼女はそっとドアから入った。

485 彼は何回かその部屋に侵入した。

486 ペーチャ、君は何でベルの前に教室から出たんだ。

487 ふつうペーチャは８時に家を出ることにしていた。

488 彼はここにいません。店へと出ていきました。

489 ふつう彼は遅くなってから家に帰っていった。
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490 �à±ñß âñòàë è ïîäîøÞë ê îêíó±.
491 �í íå±ñêîëüêî ðàç ïîäõîäè±ë ê äðó±ãó, íî òîò ìîë÷à±ë.
492 �î±åçä îòîøÞë îò ñòà±íöèè íà äâå ìèíó±òû ïî±çæå.
493 �êî±ðî ïðèøÞë âðà÷. �í ïîñëó±øàë ñå±ðäöå è ëÞãêèå

061　不定人称文

494 �îâîðß±ò, ó íàñ áó±äåò çà÷Þò ïî èñòî±ðèè.
495 �îâîðß±ò, ÷òî ß ïîõî±æ íà íåÞ.
496 �íå ñêàçà±ëè, ÷òî �àðè±íû íåò äî±ìà.
497 �°òðîì ïî ðà±äèî ñêàçà±ëè, ÷òî íå áó±äåò äîæäß±.
498 �ìó± ñêàçà±ëè, ÷òî �à±ñß óæå± óøÞë.
499 �îâîðß±ò, ôèëüì íåïëîõî±é.
500 �íå ñîâå±òîâàëè åãî± ïîñìîòðå±òü.
501 �à ïðîñïå±êòå ñòðî±ßò íî±âûå äîìà±.
502 �îãäà± ïîñòðî±ßò íî±âóþ øêî±ëó?
503 �°òî ïðà±âèëî áû±ñòðî çàïî±ìíèëè.
504 � äåðå±âíå æèâó±ò ñïîêî±éíî.

062　形容詞短語尾

505 �í âñåãäà± âå±ñåë.
506 �å±íî÷êà âñåãäà± âåñåëà±.
507 �°òîò ãî±ðîä î±÷åíü êðàñè±â.
508 �ìó± õîòå±ëîñü çíàòü, êðàñè±âà ëè îíà±.
509 �íà± áûëà± êðàñè±âà, íî íå ìîëîäà±.
510 �à±ìßòíèêè ïèñà±òåëßì î±÷åíü êðàñè±âû.
511 �°òà ïüå±ñà èíòåðå±ñíà ïî ñîäåðæà±íèþ.
512 �òî èíòåðå±ñíî â ý±òîì ôè±ëüìå?
513 �åòåðáó±ðã õîðî±ø âî âñß±êóþ ïî±ðó.
514 �ò÷åãî± õîðîøà± ïóñòû±íß?

063　形容詞短語尾の用法

515 �à þ±ãå î±÷åíü êðàñè±âî.
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490 ヴァーシャは立ちあがり、窓に歩み寄った。

491 彼は何回か友人に近づこうとしたが、友人は黙ったままだった。

492 列車は駅を２分遅れで出発した。

493 すぐに医者が来た。彼は心臓と肺を聴診した。

061　不定人称文

494 歴史の小テストがあるという話だ。

495 私は彼女に似ていると言われる。

496 私はマリーナが家にいないといわれた。

497 朝、ラジオで、雨にならないだろうと言っていた。

498 ヴァーシャがもう出たと彼は言われた。

499 その映画は悪くないと言われている。

500 私はそれを見るようにと勧められた。

501 大通りでは新しい建物が建てられている。

502 新しい学校はいつ落成するのですか。

503 その規則はたちまちに覚えられた。

504 村では平穏な暮らしぶりだ。

062　形容詞短語尾

505 彼はいつでも明るい。

506 レーノチカはいつでも明るい。

507 この町はとても美しい。

508 彼は、彼女が美しいかどうか知りたがっていた。

509 彼女は美しいが、若くはなかった。

510 作家たちの銅像はとても美しい。

511 この劇は内容が興味深い。

512 その映画の中で何が興味深いですか。

513 ペテルブルクはいつの季節でもすばらしい。

514 砂漠のどこがいいのですか。

063　形容詞短語尾の用法

515 南方はとても美しい。
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516 �û çíà±ëè î íÞì òî±ëüêî òî, ÷òî îí æèâ è çäîðî±â.
517 �íà± âñåãäà± çàíßòà±.
518 �íà± áû±ñòðî è õîðîøî± âàì íàïå÷à±òàåò.
519 �ûë ãóñòî±é òóìà±í, íî îí âÞë ìàøè±íó óâå±ðåííî è áû±ñòðî.
520 �åé÷à±ñ ìà±ìà äî±ìà. �°òðîì ìû ñïîêî±éíî çà±âòðàêàåì.
521 �í îáß±çàí ïðèõîäè±òü âî±âðåìß.
522 �îðî±øèé ñëîâà±ðü âñåãäà± íó±æåí.
523 � äî±ëæåí óçíà±òü åãî± òà±éíó.
524 �î òû äî±ëæåí áûë ðàáî±òàòü!
525 �û äîëæíû± çàïëàòè±òü äå±íüãè ñåãî±äíß?

064　動詞の命令形

526 �êàæè±òå, êàê íàéòè± âû±õîä?
527 �äðà±âñòâóéòå! �ðîõîäè±òå, ðàçäåâà±éòåñü.
528 �àõîäè±òå â êî±ìíàòó.
529 �å óõîäè±òå. �ùÞ ðà±íî.
530 �à±ïà, äàâà±é ïîñìî±òðèì òåëåâè±çîð.
531 �îãäà± äàâà±é âîçüìÞì åùÞ ÷Þðíûé êî±ôå.
532 �èëå±òîâ óæå± íåò! �ó, òîãäà± äàâà±é êó±ïèì áèëå±òû íà çà±âòðà.
533 �óñòü êòî±-íèáóäü ïðèíåñÞò ìåë!
534 �óñòü îí ïðèäÞò âå±÷åðîì.
535 �û±çîâè �à±íþ. �óñòü îíà± å±äåò â äåðå±âíþ.

065　形容詞の対格（単数）

536 �àêî±é ßçû±ê âû çíà±åòå?
537 �àêó±þ ìó±çûêó ëþ±áèò ìîé ñûí?
538 �àê ìî±æíî êóïè±òü íî±âóþ êâàðòè±ðó?
539 �íòî±í êóïè±ë íî±âûé æóðíà±ë è íî±âóþ êíè±ãó.
540 �í êóïè±ë äîðîãó±þ êðó±æêó.
541 � ìåíß± çà êîíòðî±ëüíóþ ðàáî±òó Çîòëè±÷íîÈ.
542 �îäàðè± åé áîëüøó±þ êó±êëó.
543 �ëÞíà äàëà± ìíå èíòåðå±ñíóþ êíè±ãó.
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516 我々が彼について知っているのは、彼が存命で健康だということだけだ。

517 彼女はいつも忙しい。

518 彼女は手早く美しくあなたにタイプしてくれます。

519 濃い霧だったが、彼は確かな腕前と高速で自動車を運転していた。

520 今、ママは家にいます。朝には私たちは安心して朝食をとります。

521 彼は時間どおりに来る義務がある。

522 良い辞書はいつでも必要だ。

523 私は彼の秘密を知らなければならない。

524 でも君は働かなければならなかった。

525 私たちは今日お金を払わなければならないのですか。

064　動詞の命令形

526 すみません、出口をどうやって探せばいいのですか。

527 こんにちは、お入りください、上着をお脱ぎください。

528 部屋にお入りください。

529 帰らないでください。まだ早いですから。

530 パパ、テレビを見ようよ。

531 じゃ、ブラック・コーヒーをもう一杯もらおうか。

532 切符はもうありません。じゃ、明日の分の切符を買おう。

533 誰かにチョークを持ってこさせてください。

534 彼を夕方に来させてください。

535 ターニャをお呼び。彼女を村に行かせなさい。

065　形容詞の対格（単数）

536 あなたはどんな言葉を知っていますか。

537 私の息子はどんな音楽が好きなのだろうか。

538 新しいマンションはどうすれば買えますか。

539 アントンは新しい雑誌と新しい本を買いました。

540 彼は高価なジョッキを買いました。

541 私は学校のテストで「優」をとった。

542 彼女に大きな人形をプレゼントしなよ。

543 アリョーナは私に興味深い本をくれた。
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544 �îñìîòðè± íà ý±òó ôîòîãðà±ôèþ.
545 �°êíà âûõî±äßò êàê ðàç íà �ðåìëü è �îñêâó±-ðåêó±.

066　所有代名詞の対格（単数）

546 �ðî÷èòà±é ìîþ± òåëåãðà±ììó, òàì à±äðåñ.
547 �û±ïüåì çà íà±øó âñòðå±÷ó.
548 � ëþáëþ± ìîè± êíè±ãè. �íè±ãè Ð ìîÞ óâëå÷å±íèå.
549 �ðèõîäè±òå êî ìíå, áåðè±òå ÷èòà±òü ìîè± êíè±ãè.
550 � õî÷ó± ïîêàçà±òü âàì íà±øó äà±÷ó.
551 �û óæå± âè±äåëè íà±øó ìàøè±íó?
552 �à±øà, ìî±æíî âçßòü òâîþ± ðó±÷êó?
553 �àê çîâó±ò òâîþ± ìà±ìó?
554 �àê ß óçíàþ± âà±øó ïîäðó±ãó?
555 �àïèøè±òå åãî± à±äðåñ.

067　指示代名詞の対格（単数）

556 �û ñìîòðå±ë ý±òîò ôèëüì?
557 �î±æíî âçßòü ý±òîò ñòóë?
558 �å ñòî±èò õîäè±òü íà ý±òó ïüå±ñó.
559 �û ìî±æåòå âçßòü ý±òó êíè±ãó äîìî±é.
560 �û ðåøè±ëè ý±òó ïðîáëå±ìó.
561 �è±çà, â ý±òó ñóááî±òó ó íàñ áó±äåò �èêîëà±é.
562 �î±æíî ïîêàçà±òü åé ý±òî ïèñüìî±?
563 � íå äîëæíà± îòâå÷à±òü íà ý±òè âîïðî±ñû.
564 �íà± ëþ±áèò ý±òè ôðó±êòû.
565 � íå õî÷ó± ñìîòðå±òü ý±òè ôîòîãðà±ôèè.

068　形容詞の比較級（１）

566 �í ïåðåâîäè±ë áî±ëåå òðó±äíûå òå±êñòû.
567 �î ìíîé áûâà±ëè è áî±ëåå çàáà±âíûå ñëó±÷àè.
568 � íå ïðî±áîâàë áî±ëåå âêó±ñíûõ âè±øåí çà âñþ ñâîþ± æèçíü.
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544 この写真を見てごらん。

545 窓はちょうどクレムリンとモスクワ川に面している。

066　所有代名詞の対格（単数）

546 私の電報をすっかり読んでごらん。そこに住所があるから。

547 私たちの出会いに乾杯しましょう。

548 私は自分の本が好きだ。本は私の道楽だ。

549 私のところにいらっしゃい。私の本を借りてお読みなさい。

550 私はあなたに我が家の別荘をお見せしたい。

551 あなたはもう我が家の自動車を見ましたか。

552 サーシャ、君のペンを借りてもいいかな。

553 君のママの名前はなんと言いますか。

554 何で私があなたの女友達を知っていようか。

555 彼の住所を書いてください。

067　指示代名詞の対格（単数）

556 君はその映画を見たかい。

557 このイスを持っていっていいかい。

558 そんな芝居にいく価値はない。

559 あなたはこの本を家に持っていっていいですよ。

560 私たちはその問題を解決した。

561 リーザ、今度の土曜日には私たちのところにニコライが来るよ。

562 彼女にこの手紙を見せてもいいですか。

563 私はこの問題に答えなくてもいい。

564 彼女はこの果物が好きだ。

565 私はこれらの写真を見たくない。

068　形容詞の比較級（１）

566 彼はもっと難しい文章を翻訳したことがある。

567 私にはもっと滑稽なことがありました。

568 生涯こんなにおいしいさくらんぼを食べたことはありません。
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569 � íå ïî±ìíþ ó±òðà áî±ëåå ãîëóáî±ãî è ñâå±æåãî!
570 �íå íó±æåí áî±ëåå òî±íêèé èíñòðóìå±íò.
571 �òîðî±å äå±ëî áî±ëåå âåðîß±òíî.
572 �°òî áó±äåò åùÞ áî±ëåå ãðó±áîé îøè±áêîé.
573 �pèìåíè±ëè áî±ëåå õè±òpûé ñïî±ñîá.
574 �î±ëåå î±ïûòíûé êîëëå±ãà îòâå÷à±åò íà ý±òîò âîïðî±ñ.
575 �í åùÞ ðàç áî±ëåå âíèìà±òåëüíî îñìîòðå±ë âèòðè±íû.

069　形容詞の前置格（単数）

576 �îäè±òåëè ïîëó÷è±ëè êâàðòè±ðó â íî±âîì äî±ìå.
577 �í ðàáî±òàë íà íî±âîì çàâî±äå â ëàáîðàòî±ðèè.
578 �û æèâÞì â íî±âîì ðàéî±íå.
579 � ïðî÷èòà±ë ñòàòüþ± î íî±âîì ïîëÞòå â êî±ñìîñ.
580 �îëî±äß æèë â íî±âîé êâàðòè±ðå.
581 �û äî±ëæåí ðàññêàçà±òü î òâîå±é íî±âîé ðàáî±òå.
582 �è±íà ó±÷èòñß â íî±âîé øêî±ëå.
583 �ðåìëü ñòîè±ò íà î±÷åíü êðàñè±âîì ìå±ñòå.
584 �à ðåêå± ìû æè±ëè â êðàñè±âîé ïàëà±òêå.
585 �÷åíèêè± âñïîìèíà±ëè îá ó±ìíîì, èíòåðå±ñíîì ó÷è±òåëå.

070　所有代名詞の前置格（単数）

586 � ðàññêà±çûâàþ î �àêñè±ìå, ìîÞì áðà±òå.
587 �û õî±÷åøü ïîêàòà±òüñß íà ìîÞì âåëîñèïå±äå?
588 �òî îí ìíå íàïèñà±ë î ìîÞì ðîìà±íå?
589 � íà±øåì äî±ìå æèâó±ò î±÷åíü èíòåðå±ñíûå ëþ±äè.
590 �òî èäÞò â íà±øåì êèíîòåà±òðå?
591 �à íà±øåé ó±ëèöå åñòü òåà±òð.
592 � âà±øåì ãî±ðîäå åñòü ìóçå±è?
593 �àøè±íà óæå± íà âà±øåé ïëî±ùàäè. �óäà± òåïå±ðü å±õàòü?
594 �àññêàæè±òå î âà±øåé íàó±÷íîé ðàáî±òå.
595 �û äî±ëæåí ðàññêàçà±òü î òâîÞì çàâî±äå.
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569 こんなに青々として新鮮な朝ははじめてです。

570 もっと細かい道具が必要です。

571 二番目のことの方が本当らしい。

572 それはさらに重大な誤りになるだろう。

573 もっとうまい方策がとられた。

574 より経験のある同僚がその質問に答えています。

575 彼はもう一度もっと注意深くショーウィンドウを見た。

069　形容詞の前置格（単数）

576 両親は新しいアパートの中に部屋を得た。

577 彼は新しい工場の研究所で働いている。

578 私たちは新しい地区に住んでいます。

579 私は最新の宇宙飛行に関する記事を読みました。

580 ヴォローヂャは新しいマンションに住んでいる。

581 君は自分の新しい仕事について話さなければならない。

582 ニーナは新しい学校で学んでいる。

583 クレムリンはとても美しい場所にたっている。

584 川岸で私たちは美しいテントで過ごしていました。

585 生徒たちは、賢くて興味深い教師のことを思い出していた。

070　所有代名詞の前置格（単数）

586 私の弟マキシムについて話しをしています。

587 君は僕の自転車にちょっと乗ってみたいかい。

588 彼は私の小説について何を書いてきたのだろう。

589 私たちのアパートにはとても興味深い人々が住んでいる。

590 私たちの映画館では何をやっていますか。

591 私たちの通りには劇場がある。

592 あなたの町には博物館がありますか。

593 車はもうあなたの言う広場につきました。今度はどこにやりますか。

594 あなたの学問業績についてお話ください。

595 君は君の工場について話さなければならない。
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071　指示代名詞の前置格（単数）

596 � êàêî±ì äî±ìå îí æèâÞò?
597 � êàêî±é ñòðàíå± âû æèâÞòå?
598 � ý±òîì ñëó±÷àå òû ïðàâà±.
599 � ý±òîì ëåñó± áû±ëî î±÷åíü õîðîøî±.
600 �òî òû êóïè±ë â ý±òîì ìàãàçè±íå?
601 �à±íüøå ß îá ý±òîì íå äó±ìàë.
602 �á ý±òîì íåëüçß± çàáûâà±òü.
603 �à ý±òîé ó±ëèöå åñòü àïòå±êà?
604 �à ý±òîé ïëî±ùàäè íàõî±äèòñß �à±ëûé òåà±òð.
605 � ý±òîé êî±ìíàòå æèâÞò ñûí, à â ý±òîé Ð äî÷ü.

072　形容詞の比較級（２）

606 �íè±ãà èíòåðå±ñíåå ôè±ëüìà.
607 �à±íå÷êà, ãîâîðè± ãðî±ì÷å. �äåñü î±÷åíü øó±ìíî.
608 �åò, ñïàñè±áî, ëó±÷øå çà±âòðà. � ñåãî±äíß î±÷åíü óñòà±ë.
609 �î±÷òà äà±ëüøå, ÷åì Ç�àñòðîíî±ìÈ, è áëè±æå, ÷åì àïòå±êà.
610 �í ó±÷èòñß åùÞ õó±æå, ÷åì ß!
611 �ëå±ã ðàññêà±çûâàåò èíòåðå±ñíåå �è±íû.
612 �íà± ñòà±ðøå ìåíß± íà± òðè ãî±äà.
613 �íà± ìîëî±æå ìåíß± íà ÷åòû±ðå ãî±äà.
614 �îíå±÷íî, âàì íà±äî å±õàòü íà ìåòðî±. �°òî ãîðà±çäî áûñòðå±å.
615 � âñÞ áî±ëüøå è áî±ëüøå òåáß± ëþáëþ±.
616 �åìíî±ãî ïðàâå±å ñòàäèî±íà âû âè±äèòå ìîñò äëß ìåòðî±.
617 �îãî± òû áî±ëüøå ëþ±áèøü? �à±ìó èëè ïà±ïó?

073　形容詞の生格（単数）

618 � êàêî±ãî âîêçà±ëà îòõî±äèò ïî±åçä?
619 �ç êàêî±é ñòðàíû± âû ïðèå±õàëè?
620 �è±øà, òû íå ïî±ìíèøü, äî êàêî±ãî ÷àñà± ðàáî±òàåò óíèâåðñà±ì?
621 �äÞò óðî±ê ðó±ññêîãî ßçûêà±.
622 �àêîâî± çíà÷å±íèå ý±òîãî èñòîðè±÷åñêîãî ôà±êòà?
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071　指示代名詞の前置格（単数）

596 彼はどの家に住んでいるのですか。

597 あなたはどの国に住んでいるのですか。

598 この場合は君が正しい。

599 その森の中はとてもよかった。

600 その店で君は何を買いましたか。

601 以前私はそれについて考えたことはありませんでした。

602 そのことを忘れてはいけない。

603 この通りには薬局がありますか。

604 この広場にはマールィ劇場があります。

605 この部屋には息子が、その部屋には娘が住んでいる。

072　形容詞の比較級（２）

606 本は映画よりおもしろい。

607 ターニチカ、もっと大きな声で話しなさい。ここはとてもうるさい。

608 いや、結構、明日の方がいい。今日私はとても疲れた。

609 郵便局は「食料品店」より遠く、薬局より近い。

610 彼は私よりもっと勉強ができない。

611 オレーグはジーナよりおもしろく語る。

612 彼女は私より３歳年上だ。

613 彼女は私より４歳若い。

614 もちろんあなたは地下鉄で行くのです。その方がずっと早い。

615 私はますますあなたを愛しています。

616 競技場から少し右に地下鉄用の橋が見えるでしょう。

617 君はどっちの方が好きですか。ママですか、パパですか。

073　形容詞の生格（単数）

618 その列車はどの駅から出ているのですか。

619 どの国からあなたは来たのですか。

620 ミーシャ、君はデパートが何時までやっているか覚えていないか。

621 ロシア語の授業が行われている。

622 その歴史的事実の意義はいかなるものか。
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623 �î âðå±ìß îáå±äåííîãî ïåðåðû±âà ìû âìå±ñòå õî±äèì â
ñòîëî±âóþ.

624 �àïðî±òèâ �îëüøî±ãî òåà±òðà ñòîè±ò ïà±ìßòíèê.
625 �òî èíòåðå±ñíîãî âû âè±äåëè?
626 �ðèß±òíîãî àïïåòè±òà!
627 �ñåãî± äî±áðîãî. �ïîêî±éíîé íî±÷è.

074　所有代名詞の生格（単数）

628 �îò êî±ìíàòà ìîåãî± ìó±æà.
629 �îíèìà±åòå, ó ìîåãî± äðó±ãà â ñóááî±òó äåíü ðîæäå±íèß.
630 �îçäðà±âüòå åÞ îò ìîåãî± è±ìåíè.
631 �ò äî±ìà äî ìîå±é ðàáî±òû íåò ïðßìî±ãî ñîîáùå±íèß.
632 � âëþáè±ëñß â �èêòî±ðèþ. �°òî äå±âóøêà ìîå±é ìå÷òû±.
633 �ñòàíî±âêà íàõî±äèòñß êàê ðàç íàïðî±òèâ íà±øåãî äî±ìà.
634 �îò è ïðîøÞë åùÞ îäè±í ãîä íà±øåé æè±çíè.
635 �äó òâîåãî± ïèñüìà±.
636 �à±íß, òû äå±ëàëà óïðàæíå±íèß? � íå âè±æó òâîå±é òåòðà±äè.
637 �°òî �°ëß? � æäàë âà±øåãî çâîíêà± âå±÷åðîì.
638 �àê äîå±õàòü îò âà±øåãî èíñòèòó±òà äî öå±íòðà?

075　指示代名詞の生格（単数）

639 � ý±òîãî æóðíàëè±ñòà õîðî±øèé ñòèëü.
640 � ý±òîãî ñëî±âà äâà çíà÷å±íèß.
641 � ý±òîãî ìîëîäî±ãî ÷åëîâå±êà áîëè±ò ãîëîâà±.
642 �àêè±å êàðòè±íû ý±òîãî õóäî±æíèêà âàì îñî±áåííî íðà±âßòñß?
643 �û çíà±åòå ý±òîãî ìîëîäî±ãî ÷åëîâå±êà?
644 � ïî±ìíþ íåìíî±ãî ôà±êòîâ èç ý±òîé ñòàòüè±.
645 �àê âû ïîíèìà±åòå ñìûñë ý±òîé ïîñëî±âèöû?
646 �óðè±ñòû íà àâòî±áóñå äîåçæà±þò äî ý±òîé ãîðû±.
647 �ç-çà ý±òîãî íà÷àëñß± óæà±ñíûé øóì.
648 � òîãî± âå±÷åðà ß ñòàë ÷èòà±òåëåì êíèã.
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623 昼休みの時に私たちは一緒に食堂にいきます。

624 ボリショイ劇場の正面に銅像が立っている。

625 どんなおもしろいものをあなたはご覧になりましたか。

626 どうぞ召し上がれ。

627 ごきげんよう。おやすみなさい。

074　所有代名詞の生格（単数）

628 ほら、私の夫の部屋です。

629 私の友人は土曜日が誕生日なんですよ。

630 彼女には私からもお祝いをいってください。

631 私の家から職場まで直通はありません。

632 私はヴィクトリアに夢中です。あの娘は私の夢です。

633 停留所はちょうど我が家の正面にある。

634 私たちの人生における１年がいよいよまた去っていく。

635 君の手紙を待っているよ。

636 ターニャ、君は練習問題をやったかい。君のノートが見あたらない。

637 オーリャかい。夕方あなたの電話をお待ちしていました。

638 あなたの大学から都心までどうやって行けばいいのですか。

075　指示代名詞の生格（単数）

639 そのジャーナリストはよい文体をしている。

640 その単語には２つの意味があります。

641 その若者は頭を痛がっている。

642 その画家のどの絵が特にお気に入りですか。

643 あなたはその若者をご存じですか。

644 私はその記事からいくつかの事実を覚えている。

645 あなたはそのことわざの意味をどのように理解していますか。

646 バスに乗った旅行者たちはこの山までは到着できる。

647 そのせいでひどい騒ぎが始まった。

648 その夜から私は本の読者になった。
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076　形容詞の最上級（１）

649 �î±ñòß ïåðåâÞë ñà±ìûé áîëüøî±é òåêñò.
650 �âà±äüáà Ð ñà±ìûé ñ÷àñòëè±âûé äåíü â åÞ æè±çíè.
651 �î±âûé òåëåñêî±ï Ð ñà±ìûé áîëüøî±é â ìè±ðå ÇãëàçÈ.
652 �à±ìûé èíòåðå±ñíûé èíñòèòó±ò â �îñêâå± Ð òåàòðà±ëüíûé.
653 �îâîðß±ò, ÷òî îíà± ñà±ìàß êðàñè±âàß äå±âóøêà âî äâîðå±.
654 �ó±õíß Ð ñà±ìîå ñâå±òëîå ìå±ñòî â êâàðòè±ðå.
655 �àêî±å ïóòåøå±ñòâèå áû±ëî ñà±ìûì èíòåðå±ñíûì?
656 �à±ìîå èíòåðå±ñíîå â �îñêâå± Ð ý±òî ìîñêâè÷è±.
657 �àéêà±ë Ð ñà±ìîå ãëóáî±êîå î±çåðî íà �åìëå±.
658 �û âè±äåëè ñà±ìûå ñîâðåìå±ííûå ñàìîëÞòû.
659 �î óíèâåðñèòå±òà ëó±÷øå âñåãî± äîå±õàòü íà ìåòðî±.
660 �íå áî±ëüøå âñåãî± íðà±âèòñß íà±øà êó±õíß.
661 �òî âàì áî±ëüøå âñåãî± ïîíðà±âèëîñü?

077　形容詞の与格（単数）

662 � íåÞ õîðî±øàß ïîäãîòî±âêà ïî ðó±ññêîìó ßçûêó±.
663 �òî òû êóïè±ë ê íî±âîìó ó÷å±áíîìó ãî±äó?
664 �ó±æíî ïðèãîòî±âèòü áëþ±äî ïî íî±âîìó ðåöå±ïòó.
665 � î±÷åíü ñòà±ðîìó ÷åëîâå±êó âû±çâàëè âðà÷à±.
666 � ìîëîäî±ìó ÷åëîâå±êó ïîäîøëà± æå±íùèíà.
667 �àê ïðîéòè± ê �îëüøî±ìó òåà±òðó?
668 �àê ïðîéòè± ê �ðà±ñíîé ïëî±ùàäè?
669 �î øèðî±êîìó �å±íèíñêîìó ïðîñïå±êòó ìû ïîå±äåì íà

�îðîáüÞâû ãî±ðû.
670 �à±ëü÷èê ìå÷òà±åò ñòàòü ÷åìïèî±íîì ìè±ðà ïî ôèãó±ðíîìó

êàòà±íèþ.
671 �íà÷à±ëà ß èäó± ê àâòî±áóñíîé îñòàíî±âêå.

078　所有代名詞の与格（単数）

672 �ó±æíî ïîçâîíè±òü ìîåìó± ñòà±ðîìó äðó±ãó åùÞ ïî èíñòèòó±òó.
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076　形容詞の最上級（１）

649 コースチャが一番長い文章を訳した。

650 婚礼が、彼女の人生で一番幸福な日だ。

651 新しい望遠鏡は世界最大の「眼」だ。

652 モスクワで一番興味深い専門学校は演劇学校だ。

653 彼女はアパートの中庭では一番美しい娘だという話だ。

654 台所は住まいで一番明るい場所だ。

655 どんな旅行が一番おもしろかったですか。

656 モスクワで一番おもしろいもの、それはモスクワっ子です。

657 バイカルは地球上でもっとも深い湖です。

658 私たちは最新の飛行機を見ました。

659 大学までは地下鉄で行くのが一番だ。

660 私はわたしたちの台所が一番気に入っている。

661 あなたは何が一番気に入りましたか。

077　形容詞の与格（単数）

662 彼女はロシア語の予習をしっかりしている。

663 新学期に備えて君は何を買いましたか。

664 新しいレシピで料理する必要がある。

665 とても年をとった人のところに医者が呼ばれた。

666 その若者のところに婦人が近づいた。

667 ボリショイ劇場にはどうやって行けばいいのですか。

668 赤の広場にはどうやって行けばいいのですか。

669 広いレーニン大通りを通って私たちは雀が丘に行きます。

670 その少年はフィギア・スケートの世界チャンピオンになることを夢見てい

る。

671 まず私はバスの停留所に行きます。

078　所有代名詞の与格（単数）

672 大学時代からの私の古い友人に電話する必要がある。
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673 �íå íå íðà±âèòñß è±ìß �àðè±ß. � ìîåìó± ïà±ïå íðà±âèòñß ý±òî
è±ìß.

674 �âàíî±â ïîäîøÞë ê ìîå±é æåíå± è ïðèãëàñè±ë åÞ íà âàëüñ.
675 �àññêàæè±òå íà±øåìó ãî±ñòþ î ñàìîâà±ðå.
676 �àêè±å òóðè±ñòñêèå ìàðøðó±òû åñòü ïî íà±øåé ñòðàíå±?
677 � óæå± íå çíà±þ, ÷òî ñêàæó± òâîåìó± áðà±òó.
678 �ïàñè±áî òâîå±é æåíå± è �ëàäè±ìèðó!
679 � ïðèøÞë ïî òâîå±é ïðî±ñüáå.
680 �òî çíà±÷èò, ïî âà±øåìó ìíå±íèþ, áûòü äóøî±é î±áùåñòâà?
681 �îãäà± âû ïîå±äåòå ê âà±øåìó áðà±òó?
682 �ó±æíî ïåðåäà±òü âà±øåé ñåñòðå± êíè±ãó.

079　指示代名詞の与格（単数）

683 �î ê ý±òîìó âðå±ìåíè íàì çàõîòå±ëîñü ñïàòü.
684 �àêî±å ó íåãî± ìíå±íèå ïî ý±òîìó âîïðî±ñó?
685 �îçâîíè±òü çà ãðàíè±öó ïî ý±òîìó òåëåôî±íó ìî±æíî?
686 �äè±òå ïî ý±òîé ó±ëèöå ïðß±ìî, äî êîíöà±.
687 �í íå çíà±åò, ÷òî± ñêàçà±òü ý±òîé ïóñòî±é äå±âóøêå.
688 �ñß±êèé èíòåðå±ñ ê ý±òîé ðàáî±òå ó íåÞ ïðîïàäà±åò.
689 �àññêàæè± ý±òîé ìè±ëîé äå±âóøêå, ÷òî± âû òóò äå±ëàåòå.
690 �íè± èäó±ò ê òîìó± îòäå±ëó, ãäå ïðîäàþ±ò íó±æíûå êíè±ãè.

080　形容詞の最上級（２）

691 �îñìîòðè±òå íàïðà±âî: òàì êðàñè±âåéøèé âèä.
692 �û îòïðàâëß±åì ïîñû±ëêè íà áëèæà±éøåé ïî±÷òå.
693 �àêî±é ñòàðå±éøèé òåà±òð �îñêâû±?
694 �äíà± èç âàæíå±éøèõ çàäà±÷ Ð ïîñòðî±èòü ðàéî±í ïî-íî±âîìó.
695 �à±æäûé ìàëå±éøèé øàã èìå±åò çíà÷å±íèå äëß áó±äóùåé

æè±çíè.
696 �àêè±å ïðà±çäíèêè íàèáî±ëåå ïîïóëß±ðíû â âà±øåé ñòðàíå±?
697 �àêè±å ïðîôå±ñèè íàèáî±ëåå âà±æíû äëß ëþäå±é?
698 �äå îí ìî±æåò íàèáî±ëåå ïî±ëíî âû±ðàçèòü ñâîè± ìû±ñëè?
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673 私はマリヤという名前が気に入らないが、私のパパはその名前が気に入っ

ている。

674 イワノフは私の妻に近づいて、彼女をワルツに誘った。

675 私たちのお客さんにサモワールについて話してください。

676 我が国にはどのような旅行ルートがありますか。

677 君の兄（弟）に何を言ったらいいかもう分からないよ。

678 君の奥さんとヴラヂーミルに感謝しています。

679 君の頼みでやってきたんだ。

680 君の意見では、「一座の花」になるということはどういうことかい。

681 あなたはいつお兄さんに会いに行くのですか。

682 君の妹に本を手渡さなければならない。

079　指示代名詞の与格（単数）

683 でも、その時までには私たちは眠くなった。

684 この問題に関して彼はどのような意見を持っていますか。

685 この電話で外国に電話することができますか。

686 この通りを端までまっすぐ行ってください。

687 彼はそのくだらない娘になんと言ったらいいか分からなかい。

688 その仕事に対するあらゆる興味が彼女からなくなりつつあった。

689 そのかわいい娘に、君たちがそこで何をしているのかを話せよ。

690 彼らは必要な本を売っている売場に行く。

080　形容詞の最上級（２）

691 右側をご覧ください。そこにはまことに美しい景色があります。

692 私たちは最寄りの郵便局で小包を送ります。

693 モスクワで一番古い劇場はどれですか。

694 最重要課題の一つは、その地区を新たに建設することだ。

695 小さな一歩一歩が将来の人生にとっての意義を持つ。

696 あなたの国ではどの祝日が一番人気がありますか。

797 人々にとって一番重要な職業は何ですか。

798 彼は自分の考えをどこで一番よく発揮することができますか。
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699 �îò íàèáî±ëåå èíòåðå±ñíûå ìåñòà± â ãî±ðîäå.
700 �êàæè±òå, êàêî±é èç âîïðî±ñîâ âàì ïîêàçà±ëñß íàèáî±ëåå

èíòåðå±ñíûì?

081　形容詞の造格（単数）

701 �àêè±ì ïî±åçäîì ìû ïîå±äåì?
702 �àêè±ì âè±äîì ñïî±ðòà âû çàíèìà±åòåñü?
703 �àêè±ì æå âû áû±ëè àðòè±ñòîì?
704 � �î±âûì ãî±äîì, ñ íî±âûì ñ÷à±ñòüåì!
705 �àäè±ì â÷åðà± ïîçíàêî±ìèëñß ñ íà±øèì íî±âûì ñîñå±äîì.
706 � õî÷ó± âñòðå±òèòüñß ñ ìîè±ì ñòà±ðûì äðó±ãîì.
707 � ãîâîðè±ë ïî òåëåôî±íó ñ ìîè±ì ñòà±ðûì äðó±ãîì.
708 �è±êòîð ïîéäÞò â êèíî± ñî ñâîå±é ñòà±ðîé çíàêî±ìîé.
709 � ëÞãêèì ïà±ðîì!
710 �îñïîäà±! Ð ñêàçà±ë îí ïðåêðà±ñíûì ãî±ëîñîì.

082　所有代名詞の造格（単数）

711 �îçíàêî±ìüñß, ïîæà±ëóéñòà, ñ ìîè±ì äðó±ãîì.
712 �í ðàáî±òàë ïîä ìîè±ì ðóêîâî±äñòâîì.
713 �û ïîå±äåì â �åòðîäâîðå±ö ñ ìîè±ì äß±äåé.
714 �à ó±æèíîì �à±òß âå±ñåëî áîëòà±ëà ñ ìîå±é äî±÷åðüþ.
715 �èñüìî± áû±ëî íàïè±ñàíî ìîå±é ìëà±äøåé äî±÷åðüþ.
716 �û çíàêî±ìû ñ íà±øèì æóðíà±ëîì Ç�ó±ññêàß ðå÷üÈ?
717 � õî÷ó± ïîçíàêî±ìèòü âàñ ñ íà±øåé ñåìüÞé.
718 �û èíòåðåñó±åòåñü íà±øåé èñòî±ðèåé?
719 �û ðàçãîâà±ðèâàåòå ñ âà±øèì íî±âûì ñîñå±äîì?
720 � óæå± çíàêî±ìà ñ âà±øåé ñåìüÞé.

083　再帰所有代名詞 ñâîé
721 � çàáû±ë ñâîé à±äðåñ.
722 �û äó±ìàåì ïðîâåñòè± ñâîé î±òïóñê â �ðèáà±ëòèêå.
723 �íà± æäÞò ñâîé èäåà±ë.
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699 ほら、町で一番興味深いところですよ。

700 あなたにとってどの質問が一番おもしろかったですか。

081　形容詞の造格（単数）

701 どの列車で私たちは出発するのですか。

702 どんな種目のスポーツをあなたはやっているのですか。

703 いったいあなたはどんな役者だったのですか。

704 新年おめでとう。お幸せに。

705 ヴァヂームは昨日アパートの新しい隣人と知り合った。

706 私は私の古い友人と会いたい。

707 私は電話で古い友人と話した。

708 ヴィクトルは自分の古い知り合いと映画に出かける。

709 湯加減はいかがでしたか。

710 みなさん、と彼はすばらしい声で言った。

082　所有代名詞の造格（単数）

711 どうぞ私の友人と知り合いになってよ。

712 彼は私の指導の元で働いていた。

713 私たちはわたしのおじとペトロドヴォレッツに行きます。

714 夕食の席でカーチャは楽しげに私の娘としゃべっていた。

715 その手紙は私の下の娘によって書かれていた。

716 あなたは我が国の雑誌『ロシアのことば』をご存じですか。

717 私はあなたを私の家族に紹介したいのですが。

718 あなたは我が国の歴史に興味がありますか。

719 あなたはあなたの隣人とお話になっているのですか。

720 私はもうあなたの家族を知っています。

083　再帰所有代名詞 ñâîé
721 私は自分の住所を忘れた。

722 私たちはバルト海沿岸で休暇を過ごすことを考えている。

723 彼女は自らの理想像を待っている。
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724 Ð �êàæè±òå, �îðè±ñ �íòî±íîâè÷, ìî±æíî æèòü ÷óæè±ì î±ïûòîì?
Ð �åò, ñâîé íó±æíî èìå±òü, ñâîé!

725 � êà±æäîãî ñâîé æóðíà±ë.
726 � êà±æäîãî èç íàñ ñâîé �ó±øêèí.
727 �ëå±ã, òåáå± çâîíè±ëà êàêà±ß-òî äå±âóøêà. �íà± îñòà±âèëà ñâîé

òåëåôî±í.
728 � êà±æäîãî ÷ëå±íà ñåìüè± ñâîé æóðíà±ë è ñâîß± ëþáè±ìàß ãàçå±òà.
729 � íèõ åñòü ñâîè± ïðè±íöèïû.
730 � âè±äåë ý±òî ñâîè±ìè ãëàçà±ìè.

084　指示代名詞の造格（単数）

731 �à±øè ðîäè±òåëè ñîáèðà±þòñß îòäûõà±òü ý±òèì ëå±òîì íà �î±ëãå.
732 �çâèíè±òå, âû òî±æå ëåòè±òå ý±òèì ñàìîëÞòîì?
733 � êîìó± òû îáðàòè±ëñß ñ ý±òèì âîïðî±ñîì?
734 �å±ðåä ý±òèì îíè± äî±ëãî ñïî±ðèëè.
735 � ý±òèì íåâîçìî±æíî ñîãëàñè±òüñß!
736 �°ëå î±÷åíü õî±÷åòñß å±õàòü ý±òèì ìàðøðó±òîì, íî îäíà± îíà± íå

ïîå±äåò.
737 �àêè±å ñîáû±òèß ñâß±çàíû ñ ý±òîé ïëî±ùàäüþ?

085　定代名詞 âåñü, ñàì
738 �âîß± æåíà± âåñü äåíü íà êó±õíå. �íà± ëþ±áèò ãîòî±âèòü?
739 �°òî âåñü âàø áàãà±æ?
740 �îãäà± ìóæ ïðèøÞë ñ ðàáî±òû, ìîëîäà±ß æåíà± áûëà± âñß± â

ñëåçà±õ.
741 �°òî âñß íà±øà ñåìüß±.
742 �ñß íà±øà �åìëß± Ð áîëüøî±é êîðà±áëü â îêåà±íå �î±ñìîñà.
743 �äåñü âñß åãî± ñåìüß±. � öå±íòðå ñèäè±ò åãî± îòå±ö. � ðß±äîì åãî±

ìàòü.
744 � ñàì áó±äó âåñòè± êîíöå±ðò.
745 �í ñàì ïè±øåò ïå±ñíè.
746 �û âçðî±ñëûé ÷åëîâå±ê è ñàì äî±ëæåí âñÞ ðåøè±òü.
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724 ボリス・アントノヴィッチ、他人の経験によって生きることはできますか。

いや、自分のを持たなければならない。自分のだ。

725 各人が自分の雑誌を持っている。

726 私たち一人一人が自分のプーシキンを持っている。

727 オレーグ、誰か女の子が君に電話してきたよ。彼女は自分の電話番号を言

い残している。

728 家族のメンバーそれぞれが自分の雑誌と自分の愛読紙を持っている。

729 彼らには自分たちの原則がある。

730 私はそれを自分の目で見ました。

084　指示代名詞の造格（単数）

731 我が家の両親はこの夏にヴォルガ河畔で休暇をとる準備をしている。

732 すみません、あなたもこの飛行機で行くのですか。

733 君はその質問を誰にしたのか。

734 その前に彼らは長いこと議論していた。

735 そういったことには同意できない。

736 オーリャはそのルートでひどく行きたがっているが、彼女一人ではでかけ

ない。

737 その広場にはどんな事件が関係しているのですか。

085　定代名詞 âåñü, ñàì
738 君の奥さんは一日中台所にいる。彼女は料理が好きなのかい。

739 これ全部があなたの荷物ですか。

740 夫が仕事から帰ってくると、若い妻は涙で一杯だった。

741 これが私たちの家族全員です。

742 私たちの地球全体、それは宇宙という海の中の大きな船です。

743 ここには彼の家族全員がいます。中央に座っているのが彼の父で、その横

には母がいます。

744 私が自分でコンサートを開くことにします。

745 彼は自分で歌を書きます。

746 君は大人なんだから、自分ですべて決めなければならない。
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747 �à±âòðà ß ñàì ê íåé ïîéäó±.
748 �åðè±òå ïèðîæêè±, ß ñàìà± ïåêëà±.
749 �îçüìè±òå ó÷å±áíèêè, à ñó±ìêó ß ñàìà± ïîíåñó±.
750 �û æå ñàìà± ý±òîãî õîòå±ëà?

086　名詞の主格・生格・対格（複数）

751 �ó±äó ó÷è±òü íî±âûå ñëîâà±.
752 �àê çîâó±ò äåòå±é?
753 �û áåðÞòå â ïîõî±ä è äåòå±é?
754 �îñìîòðè± ý±òîò ñáî±ðíèê ñòèõî±â.
755 �êî±ðî ó ñòóäå±íòîâ ñå±ññèß.
756 �îëü ïðà±çäíèêîâ â æè±çíè ÷åëîâå±êà áîëüøà±ß.
757 �î±ñëå ýêçà±ìåíîâ ìî±æíî å±õàòü îòäûõà±òü.
758 � �îñêâå± ñåé÷à±ñ èäÞò êîíãðå±ññ âðà÷å±é.
759 � äâåðå±é êàáèíå±òîâ ñèäß±ò áîëüíû±å.

087　複数生格の例外

760 �àáî±÷åå âðå±ìß ó ñòóäå±íòîâ ñîñòîè±ò èç çàíß±òèé è ïîäãîòî±âêè
ê íèì.

761 �íòåðå±ñíî, çäåñü ïßòü ôàìè±ëèé.
762 �îò êíè±ãà î �åòåðáó±ðãå. �°÷åíü èíòåðå±ñíàß. � ôîòîãðà±ôèé

ìíî±ãî.
763 � ïîëó÷è±ë íå±ñêîëüêî ïè±ñåì îò äðóçå±é.
764 �ç åÞ ïè±ñåì ß çíà±þ, ÷òî âû î±÷åíü ïîìîãëè± �åòðî±âûì.
765 �òî äàñò ïßòü êîïå±åê ñäà±÷è?
766 �à±éòå ìíå, ïîæà±ëóéñòà, îäíó± ìà±ðêó çà 6 êîïå±åê.
767 �à ïî±÷òå ß íàïèñà±ë ïßòü îòêðû±òîê.

088　数詞と名詞の結合

768 � ìåíß± òî±ëüêî îäè±í âîïðî±ñ.
769 �à ñòîëå± Ð îäíà± òàðå±ëêà, ðß±äîì Ð äâà íîæà± è äâå âè±ëêè.
770 �äåñü ðàáî±òàòü Ð îäíî± óäîâî±ëüñòâèå.

- 66 -



747 明日私が自分で彼女のところに行きます。

748 ピロシキをどうぞ、私が自分で焼きました。

749 教科書をとってください。カバンは私が自分で持ちます。

750 これは君が自分から望んだことだよ。

086　名詞の主格・生格・対格（複数）

751 私は新しい単語を覚えるでしょう。

752 子供たちは何という名前ですか。

753 あなたは遠足に子供たちもつれていくのですか。

754 その詩集を見てごらん。

755 学生たちはもうすぐ定期試験です。

756 人生における祝日の役割は大きい。

757 試験の後は休暇に行ってもよろしい。

758 今モスクワでは医者の会議が行われている。

759 診療室のドアのところには病人たちが座っている。

087　複数生格の例外

760 学生にとっての労働時間は、授業とその予習からなっている。

761 （プログラムを見て）おもしろい、ここには５つの名字がある。

762 ほら、ペテルブルクについての本ですよ。とてもおもしろいし、写真もた

くさんあります。

763 私は友人から何通かの手紙を受け取った。

764 彼女の手紙から私は、あなたがペトロフ一家をとても助けたことを知って

765 誰が釣り銭５コペイカを出しますか。　　　　　　　　　　　└います。

766 ６コペイカの切手を１枚ください。

767 郵便局で５枚のはがきを書きました。

088　数詞と名詞の結合

768 私には問題が１つだけあります。

769 テーブルの上には１枚の皿、その横にナイフ２本とフォーク２本がある。

770 ここで働くことは、ただひとつ、喜びに尽きる。
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771 � êëà±ññå îäíè± äå±âî÷êè.
772 � �íäðå±ß äâà áðà±òà Ð �à±øà è �î±ðß.
773 � ìîåãî± ñîñå±äà äâå ñîáà±êè.
774 �èëå±ò ñòî±èò ïßòü êîïå±åê.
775 �ëß ðàáî±òû â ëàáîðàòî±ðèè íó±æíî ó÷è±òüñß øåñòü ìå±ñßöåâ.
776 � 12 ÷àñî±â îáå±ä.

089　形容詞の主格・生格・対格（複数）

777 �ìåíà± êàêè±õ ðó±ññêèõ ïèñà±òåëåé âû çíà±åòå?
778 � íåãî± ìíî±ãî íåíó±æíûõ âåùå±é.
779 � ãî±ðîäå âûñî±êèå äîìà±, ìíî±ãî íî±âûõ øêîë.
780 �à±íß êî±í÷èëà èíñòèòó±ò èíîñòðà±ííûõ ßçûêî±â.
781 � ñåìüå± �îðî±çîâûõ î±÷åíü ëþ±áßò ñïîðò.
782 �û âè±äèòå êâàðòà±ëû áîëüøè±õ æèëû±õ äîìî±â?
783 �îñêâà± Ð ãî±ðîä øèðî±êèõ ïðîñïå±êòîâ, çåëÞíûõ áóëüâà±ðîâ,

êðàñè±âûõ ìîñòî±â.
784 �°òðî â ñåìüå± �ó±äèíûõ íà÷àëî±ñü, êàê âñåãäà±, â 6 ÷àñî±â.
785 �îâîñå±ëüå Ð îäè±í èç ñà±ìûõ ðà±äîñòíûõ ïðà±çäíèêîâ â ñåìüå±.
786 � êèî±ñêå íåò ìîè±õ ëþáè±ìûõ æóðíà±ëîâ.
787 � êèî±ñêå íåò òâîè±õ ëþáè±ìûõ ñèãàðå±ò. � êóïëþ± Ç�î±âîñòüÈ.
788 � çà±ëå íå±ñêîëüêî íåçíàêî±ìûõ ÷åëîâå±ê.
789 �îñòè±íèöà î±÷åíü ìà±ëåíüêàß è ñâîáî±äíûõ ìåñò íåò.
790 �í ïîëó÷à±åò ïî±÷òó èç ðà±çíûõ ìåñò ñòðàíû±.

090　所有代名詞の主格・生格・対格（複数）

791 � ìîè±õ ðîäè±òåëåé òðî±å äåòå±é Ð ìîß± ñåñòðà±, ß è ìîé áðàò.
792 � êèî±ñêå íå± áûëî ìîè±õ ëþáè±ìûõ æóðíà±ëîâ.
793 �°òî âû±øå ìîè±õ ñèë!
794 �îãäà± ñäå±ëàþò íà±øè ôîòîãðà±ôèè?
795 �î íà±øèõ äíåé îí îñòà±ëñß ðó±ññêèì âðà÷î±ì Çíî±ìåð îäè±íÈ.
796 �à, ïîðà± å±õàòü. �îáëàãîäàðè±ì íà±øèõ õîçß±åâ.
797 �àâà±é ïîñëó±øàåì òâîè± íî±âûå çà±ïèñè.

- 68 -



771 クラスは女の子だらけだ。

772 アンドレイには２人の兄弟、サーシャとボーリャがいる。

773 私の隣人には２匹の犬がいる。

774 切符は５コペイカです。

775 試験所で仕事をするためには、６ヶ月間学ばなければならない。

776 １２時に昼食です。

089　形容詞の主格・生格・対格（複数）

777 どんなロシア人作家の名前をご存じですか。

778 彼はたくさんの不要品を持っている。

779 町には高い建物とたくさんの新しい学校がある。

780 ターニャは外国語大学を卒業した。

781 モロゾフ一家はスポーツが大好きだ。

782 大きな家々の住宅街が見えますか。

783 モスクワは、広い大通り、緑の並木道、美しい橋の町です。

784 ルーヂン一家の朝は、いつも通り６時に始まった。

785 新居祝い、それは家庭内の一番喜ばしい祝日の一つだ。

786 売店には私のお気に入りの雑誌がない。

787 売店には君の好きなたばこがない。私は『ノーヴォスチ』を買います。

788 ホールには見知らぬ人が何人かいる。

789 ホテルはとても小さく、空き部屋はない。

790 彼は全国津々浦々から郵便をもらう。

090　所有代名詞の主格・生格・対格（複数）

791 私の両親には３人の子供がいます。私の姉、私、そして弟です。

792 売店には私のお気に入りの雑誌がなかった。

793 それは私の手に余る。

794 私たちの写真はいつ仕上がりますか。

795 今日に至るまで彼は「ナンバー・ワン」のロシア人医師だ。

796 そう、もう行く時間だ。我らがホスト夫妻に感謝します。

797 君の新しい録音を聞こう。
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798 � ïðî÷èòà±ëà âà±øè ïåðåâî±äû.
799 �îãäà± ó âà±øèõ ðîäè±òåëåé äåíü ðîæäå±íèß?
800 �ñòü ëè ñðåäè± âà±øèõ äðóçå±é ñïîðòñìå±íû?

091　指示代名詞の主格・生格・対格（複数）

801 �êî±ëüêî âðå±ìåíè âû ðåøà±ëè ý±òè çàäà±÷è?
802 �òî æå âû õîòè±òå îò ý±òèõ ëþäå±é!
803 �ó±æíî âû±áðîñèòü ý±òè çà±ïèñè: îíè± áî±ëüøå íå íóæíû±!
804 �à ý±òè áèëå±òû íó±æíî çàïëàòè±òü.
805 �à÷å±ì ïîêóïà±òü ý±òè áèëå±òû çà äî±ëëàðû?
806 � ý±òè äíè ß ïðèõîæó± äîìî±é ïî±çæå, ÷àñî±â â ñåìü.
807 � êóðþ± ý±òè ñèãàðå±òû.
808 � âñòðå±òèë ý±òèõ äå±âóøåê íà âû±ñòàâêå.
809 �û íå ÷èòà±ëè ý±òèõ æóðíà±ëîâ.
810 � â äå±òñòâå òîíó±ëà è ñ òåõ ïîð íåìíî±æêî áîþ±ñü âîäû±.

092　数量生格

811 �êî±ëüêî ñåé÷à±ñ ãðà±äóñîâ?
812 �àêè±å äîìà± ñòðî±ßò: ñêî±ëüêî ýòàæå±é, ñêî±ëüêî êâàðòè±ð!
813 �é, ñêî±ëüêî ïîäà±ðêîâ!
814 � �à±òè î±÷åíü ìíî±ãî âåùå±é. �àê îíà± ñß±äåò â ïî±åçä?
815 � �è±íû ìíî±ãî äðóçå±é.
816 � íà±øåì ãî±ðîäå ìíî±ãî çàâî±äîâ.
817 �íå íó±æíî ìíî±ãî äå±íåã.
818 � ìåíß± ìíî±ãî äåë.
819 � ñó±ìêó ïîëîæè±ëè íå±ñêîëüêî êíèã.
820 � ý±òîì ìàãàçè±íå íå±ñêîëüêî îòäå±ëîâ.

093　数詞を使った表現（１）

821 �êî±ëüêî ñåé÷à±ñ âðå±ìåíè?
822 �êî±ëüêî âðå±ìåíè âû æèâÞòå â �îñêâå±?
823 �âà±í �âà±íîâè÷ ïîéäÞò íà ðàáî±òó â 8 ÷àñî±â.
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798 私はあなたの訳を読み終えました。

799 あなたの両親の誕生日はいつですか。

800 あなたの友人の中に運動選手はいますか。

091　指示代名詞の主格・生格・対格（複数）

801 どのぐらいの時間あなたはその問題を解いていたのですか。

802 この人たちからあなたはいったい何を望んでいるのですか。

803 そのメモを捨てなければならない。それはもう不要だ。

804 その切符の代金を支払わなければならない。

805 何でその切符をドルで買わなければならないのか。

806 近頃私はもっと遅くなって、７時頃に帰宅する。

807 私はこのたばこを吸っている。

808 私は展覧会でその娘さんに出くわしたのだ。

809 私たちはそれらの雑誌を読んだことがない。

810 私は子供の頃におぼれたことがあって、それ以来ちょっと水が怖いのです。

092　数量生格

811 今何度ですか。

812 どんな建物が建てられているんだろう。何階建てで、何部屋なんだろう。

813 ああ、なんとたくさんのプレゼントだろう。

814 カーチャはたくさんの物を持っている。どうやって列車に乗るのだろう。

815 ニーナにはたくさんの友人がいる。

816 私たちの町にはたくさんの工場がある。

817 私にはたくさんのお金が必要だ。

818 私にはたくさんの仕事がある。

819 バッグには何冊かの本が入れられた。

820 この店にはいくつかの売場がある。

093　数詞を使った表現（１）

821 今何時ですか。

822 あなたはモスクワにどのぐらい住んでいますか。

823 イヴァン・イヴァノヴィチは８時に出勤します。
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824 �û èäÞì â òåà±òð â 6 ÷àñî±â.
825 Ð �êî±ëüêî ëåò âà±øåìó ñû±íó?

Ð �ìó± 21 ãîä.
826 �î±åçä ñòîß±ë íà ñòà±íöèè òðè ìèíó±òû.
827 �å±ñßòü ëåò íàçà±ä �à±íß âû±øëà çà±ìóæ.
828 �âà ãî±äà íàçà±ä ß áûë â �î±÷è.
829 �å±ðåç 5 ìèíó±ò îïß±òü çâîíî±ê.
830 � áûëà± òàì ðà±çà äâà-òðè.
831 �í ìíî±ãî ðàç ñìîòðå±ë òàêè±å ôè±ëüìû.
832 � ïîçâîíþ± ïî±ñëå äåâßòè±.

094　数詞の変化

833 � ý±òîì ìå±ñßöå â �èöó±íäå íå± áûëî íè îäíîãî± äîæäß±.
834 �î±ìåð íà îäíîãî± èëè íà äâîè±õ?
835 �à±éòå, ïîæà±ëóéñòà, äâå ñè±íèå ìà±ðêè è îäíó± æÞëòóþ.
836 �í õîòå±ë ñäå±ëàòü �è±åâ îäíè±ì èç ñà±ìûõ êðàñè±âûõ ãîðîäî±â â

ìè±ðå.
837 �û ðàáî±òàåøü óæå± áî±ëüøå äâóõ ÷àñî±â.
838 �°êíà äâóõ êî±ìíàò âûõî±äßò íà þã.
839 �àê âû ïîçíàêî±ìèòå äâóõ âà±øèõ äðóçå±é?
840 � ìåíß± îäè±í êîñòþ±ì ê äâóì øëß±ïàì.
841 �ß±äß �è±øà ïîñòà±âèë êðàñè±âóþ ïàëà±òêó ñ äâóìß± î±êíàìè.
842 � ó÷è±ëñß â äâóõ øêî±ëàõ.

095　名詞の与格・造格・前置格（複数）

843 �êñêó±ðñèß ïî ïó±øêèíñêèì ìåñòà±ì áûëà± î±÷åíü èíòåðå±ñíîé.
844 �òî âû ãîâîðè±òå äðóçüß±ì íà �î±âûé ãîä?
845 �í äàë âñåì äå±òßì ïðåêðà±ñíîå îáðàçîâà±íèå.
846 �êàòó±ëêà äå±ëàåòñß õóäî±æíèêàìè �à±ëåõà.
847 � �èáè±ðè î±÷åíü ÷à±ñòî ðß±äîì ñ äîìà±ìè íà÷èíà±åòñß ëåñ.
848 �û ëþ±áèòå çíàêî±ìèòüñß ñ íî±âûìè ëþäüìè±?
849 �à ó±ëèöàõ ìíî±ãî ëþäå±é, ìíî±ãî öâåòî±â.
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824 私たちは６時に劇場に行きます。

825 あなたの息子は何歳ですか。

彼は 21歳です。

826 列車は駅に３分間停車した。

827 10年前にターニャは嫁いだ。

828 ２年前に私はソチに行ってきた。

829 ５分後には再びベルがなる。

830 私はそこに２、３回行ったことがある。

831 彼は何回もそのような映画を見たことがあった。

832 ９時過ぎに電話します。

094　数詞の変化

833 今月、ピツンダでは雨がひとつも降らなかった。

834 一人部屋ですか二人部屋ですか。

835 青色の切手を２枚、黄色のを１枚ください。

836 彼はキエフを世界中でもっとも美しい町の一つにしたかった。

837 君はもう２時間以上働いているね。

838 ２つの部屋の窓は南に面していた。

839 あなたは二人の友人をどうやって紹介するのですか。

840 私は２つの帽子に合う背広を１着持っている。

841 ミーシャおじさんは２つの窓のある美しいテントをたてた。

842 私は２つの学校で学んだ。

095　名詞の与格・造格・前置格（複数）

843 プーシキンゆかりの土地の見学はとても興味深かった。

844 新年にあたってあなたは友人に何と言いますか。

845 彼はすべての子供たちに申し分のない教育を授けた。

846 小箱はパレフの芸術家たちによって作られている。

847 シベリアではしばしば家のすぐ脇から森が始まっている。

848 新しい人たちと知り合いになることがお好きですか。

849 通りにはたくさんの人、たくさんの花だ。
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850 � î±êíàõ áûë ñâåò, çíà±÷èò, õîçß±åâà áû±ëè äî±ìà.
851 �à ñòå±íàõ êàðòè±íû, ôîòîãðà±ôèè.
852 �à êðû±øàõ ñíåã.
853 �°âîùè ïðîäàþ±òñß â ñïåöèà±ëüíûõ ìàãàçè±íàõ è íà ðû±íêàõ.

096　形容詞の与格・造格・前置格（複数）

854 �û ëþáîâà±ëèñü ñíå±æíûìè âåðøè±íàìè, ãî±ðíûìè ðå±êàìè.
855 �û ïóãà±åòå åÞ òßæÞëûìè óñëî±âèßìè ðàáî±òû?
856 �íà± öå±ëûìè ÷àñà±ìè ìî±æåò ñòîß±òü ó êàðòè±í �åìáðàíäòà.
857 � åãî± âî±çðàñòå íå ñëå±äóåò òðà±òèòü âðå±ìß íà ðàçãîâî±ðû ñ

òàêè±ìè íåñåðüÞçíûìè ëþäüìè±.
858 �íà± ñðå±äíåãî ðî±ñòà, ñòðî±éíàß, ñ ãîëóáû±ìè ãëàçà±ìè.
859 �àêñè±ì ÷à±ñòî ãîâîðè±ò ñ íî±âûìè ñîñå±äßìè.
860 �åëÞíàß Þëêà ñ ß±ðêèìè èãðó±øêàìè Ð ñòà±ðàß òðàäè±öèß.
861 � âàñ æèâÞò ìîëîäà±ß äå±âóøêà ñ ñè±íèìè ãëàçà±ìè?
862 � êàêè±õ ìóçå±ßõ âû óæå± áû±ëè?
863 � êàêè±õ åâðîïå±éñêèõ ãîðîäà±õ åñòü ìåòðî±?

097　所有代名詞の与格・造格・前置格（複数）

864 �û ÷à±ñòî õî±äèì ñ ìîè±ìè äðóçüß±ìè â �ðåòüßêî±âêó.
865 �à±âòðà ß èäó± â òåà±òð ñ ìîè±ìè ôðàíöó±çñêèìè äðóçüß±ìè.
866 �å çíà±þ òî±÷íî, ß õî÷ó± ïîãîâîðè±òü îá ý±òîì ñ

ìîè±ìè äðóçüß±ìè.
867 Ð �íà±÷èò, ïî±ìíßò î òâîè±õ äåëà±õ...

Ð �å î ìîè±õ äåëà±õ, à îáî ìíå±.
868 �ðèâå±ò òâîè±ì ðîäè±òåëßì è �æî±íó.
869 �åðåäà±éòå ïðèâå±ò âà±øèì ðîäè±òåëßì.
870 � çàáû±ë òåáå± ðàññêàçà±òü î íà±øèõ ëèòåðàòó±ðíûõ

Ç÷åòâåðãà±õÈ.

098　指示代名詞の与格・造格・前置格（複数）

871 �íå âå±ñåëî ñ ý±òèìè ëþäüìè±.
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850 窓には明かりがあった。つまり、主人たちが家にいたということだ。

851 壁には絵や写真がある。

852 屋根の上には雪がある。

853 野菜は専門店や市場で売られている。

096　形容詞の与格・造格・前置格（複数）

854 私たちは雪に覆われた山頂や渓流にみとれた。

855 あなたはきつい労働条件で彼女を驚かしているのですか。

856 彼女は何時間もレンブラントの絵のところで立っていられる。

857 彼の年頃に はあんな不 真面目な人 たちとの会話 で時間を無 駄にすべき で

はない。

858 彼女は中背で、スタイルがよく、青い目をしている。

859 マキシムはしばしば新しい隣人と話をしている。

860 色鮮やかな玩具のついた緑のもみの木は、古くからの伝統だ。

861 お宅には青い目をした若い娘が住んでいますか。

862 どんな美術館にすでにいらっしゃったことがありますか。

863 どんなヨーロッパの都市に地下鉄がありますか。

097　所有代名詞の与格・造格・前置格（複数）

864 私はしばしば友人たちとトレチャコフ美術館に行きます。

865 明日私はフランス人の友人と劇場に行きます。

866 正確には知らないので、それについて友人と話したいのです。

867 つまり、おまえの事件をみんなが覚えているんだな。

いや、俺の事件ではなく、俺さまのことをだ。

868 君のご両親とジョンによろしく。

869 あなたのご両親によろしくお伝えください。

870 私たちの「文学の木曜日」について君に話すのを忘れていたよ。

098　指示代名詞の与格・造格・前置格（複数）

871 私はあの人たちと一緒にいると楽しい。
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872 �êî±ëüêî äîìî±â ïîñòðî±åíî ý±òèìè ðóêà±ìè!
873 � ìî±ëîäîñòè ß ðàáî±òàë â ý±òèõ ìåñòà±õ.
874 � ý±òèõ ìåñòà±õ îõî±òà çàïðåùåíà±.
875 �û ÷à±ñòî äà±ðèòå ñâîè±ì çíàêî±ìûì öâåòû±?
876 � äî±ëæåí ïîçâîíè±òü ñâîè±ì çíàêî±ìûì âðà÷à±ì.
877 � áûë òàì, ñâîè±ìè ãëàçà±ìè âè±äåë ëåñ.
878 �àñè±ëèé �åòðî±âè÷ ãîâîðè±ò ñî ñâîè±ìè äåòüìè±.
879 �í îáåùà±ë ðàññêàçà±òü î ñâîè±õ âïå÷àòëå±íèßõ.
880 � ñâîè±õ êíè±ãàõ îí ðàññêà±çûâàë î ëþ±äßõ äâàäöà±òûõ ãîäî±â.

099　順序数詞

881 �û ïå±ðâûé ðàç åÞ ñëó±øàë?
882 � 9 ÷àñî±â âû±ëåòåë ïå±ðâûé ñàìîëÞò.
883 � íåãî± ïå±ðâîå ìå±ñòî íà êî±íêóðñå.
884 �à ýêðà±íå ïîßâè±ëèñü ïå±ðâûå êà±äðû.
885 �îòî±ì ß ïîäíßëà±ñü íà âòîðî±é ýòàæ.
886 �û íå çíà±åòå, âòîðî±é àâòî±áóñ èäÞò â öåíòð?
887 � íåãî± åñòü áðà±òüß. �õ òðî±å. �âî±å ó±÷àòñß, òðå±òèé ðàáî±òàåò.
888 �ðî±ê äâà±äöàòü òðå±òèé.
889 �°òî ÷åòâÞðòûé è ïß±òûé ýòàæè±.
890 �îò øåñòî±é ýòà±æ. �à±øà ñåìüß± æèâÞò çäåñü.
891 3î±ß, ìû æäà±ëè òåáß± â ìåòðî± ó ïå±ðâîãî âàãî±íà.

100　数詞を使った表現（２）

892 �àêî±å ñåãî±äíß ÷èñëî±?
893 �à±çâå ñåãî±äíß óæå± 20-å? � ß äó±ìàë, ÷òî òî±ëüêî 19-å.
894 � áûë ïßòíà±äöàòîãî ó âðà÷à±, äåâßòíà±äöàòîãî â ãîñòß±õ.
895 � êàêî±ì ãîäó± ý±òî ñëó÷è±ëîñü?
896 � ïðî±øëîì ãîäó± îíà± îêî±í÷èëà ìåäèöè±íñêèé èíñòèòó±ò.
897 � 1820 ãîäó± �ó±øêèí áûë âû±ñëàí èç �åòåðáó±ðãà.
898 �ðåòüßêî±â â 1892 ãîäó± ïîäàðè±ë âñå êàðòè±íû ãî±ðîäó �îñêâå±.
899 �áû±÷íî ß âûõîæó± èç äî±ìà äâà±äöàòü ìèíó±ò äåâß±òîãî.
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872 この手によって何件の家が建てられたことだろう！

873 若い頃私はそういった場所で働いていました。

874 そういった場所では狩猟禁止です。

875 よくあなたは知り合いに花をプレゼントしますか。

876 私は知り合いの医者に電話しなければならない。

877 私はそこに行ったことがあって、その森を自分の目で見ました。

878 ヴァシリー・ペトロヴィチは自分の子どもと話しています。

879 彼は自分の印象を語ることを約束した。

880 自著の中で彼は 20年代の人々について語っていた。

099　順序数詞

881 彼女の話を聞いたのは初めてかい。

882 最初の飛行機は９時に出発している。

883 彼はそのコンクールで１位をとった。

884 画面に最初の数コマが現れた。

885 それから私は２階にあがった。

886 ２台目のバスが都心に行くか、ご存じありませんか。

887 彼には兄弟がいる。彼らは３人です。２人は学び、３人目は働いている。

888 第 23課

889 それは４階と５階だ。

890 ほら、６階です。私たちの家族はここに住んでいます。

891 ゾーヤ、私たちは君を地下鉄の１両目のところで待っていたんだ。

100　数詞を使った表現（２）

892 今日は何日ですか。

893 今日はもう 20日だって。ぼくはまだ 19日だと思っていたよ。

894 15日に私は医者のところへ行き、19日にはお客に行きました。

895 それは何年に起こったのですか。

896 去年彼女は医科大学を卒業した。

897 1820年にプーシキンはペテルブルクから追放された。

898 1892年にトレチャコフはすべての絵画をモスクワ市に寄贈した。

899 ふつう私は８時 20分に家を出る。
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900 �ðè±äöàòü ìèíó±ò äâåíà±äöàòîãî îí áûë óæå± íà âîêçà±ëå.
901 �æå± ïî÷òè± ïîëîâè±íà äâåíà±äöàòîãî. �îò, íàêîíå±ö, �è±êà.
902 �î±ñëå çà±âòðàêà, â ÷å±òâåðòü âîñüìî±ãî, ß îäåâà±þñü, âûõîæó±

èç äî±ìà.
903 �æå± ÷å±òâåðòü ïå±ðâîãî, ïîðà± êîí÷à±òü óðî±ê è èäòè± îáå±äàòü.

101　不定副詞

904 �í ý±òó êíè±ãó ãäå-òî êóïè±ë.
905 �êàæè±òå, ìû óæå± ãäå-òî âñòðå÷à±ëèñü?
906 �àêà±ß-òî äå±âî÷êà ÷òî-òî ãîâîðè±ò ïî-ôðàíöó±çñêè.
907 � âàñ ãäå-òî âè±äåë.
908 �îñòà±íüòå ìíå ãäå-íèáóäü ý±òó êíè±ãó õîòü íà îäè±í äåíü.
909 � êîãäà±-òî õîðîøî± ïëà±âàëà, à òåïå±ðü íå çíà±þ.
910 �û êîãäà±-íèáóäü ïîêóïà±ëè òàì áèëå±òû?
911 �îðî±ãà âñÞ âðå±ìß èäÞò ìå±æäó ãîðà±ìè. �û êîãäà±-íèáóäü áûë

â ãîðà±õ?
912 �îå±äó ß êóäà±-íèáóäü íà �êðàè±íó.
913 �û êóäà±-íèáóäü óåçæà±ëè ëå±òîì?
914 � êàê-òî íå çíà±ë, ñ ÷åãî± íà÷à±òü.
915 �íå êàê-òî âñÞ ðàâíî±.

102　不定代名詞

916 �àì êòî-òî çâîíè±ë.
917 �íå íó±æíî ñ êåì-òî ïîñîâå±òîâàòüñß.
918 �í ÷òî-òî çàáû±ë è âåðíó±ëñß.
919 �à ñòîëå± ëåæà±ëà êàêà±ß-òî êíè±ãà.
920 �èëüì áûë òàêî±é ñêó±÷íûé, ÷òî êî³å-êòî± ïðî±ñòî óøÞë.
921 � òåáå± êî³å-÷òî± ïðèíåñëà±.
922 �íå íó±æíî åùÞ êî³å-÷òî± êóïè±òü.
923 �íå êòî-íèáóäü çâîíè±ë?
924 �û ÷òî-íèáóäü óçíà±ëè îá ý±òîì?
925 �û õîòè±òå ÷òî-íèáóäü ñêàçà±òü?
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900 11時半にはすでに彼は駅にいた。

901 もう 11時半近くだ。ほら、とうとうヴィーカがあらわれた。

902 朝食の後、７時 15分に私は服を着て家から出る。

903 もう 12時 15分だ。授業を終えて、昼食に行く時間だ。

101　不定副詞

904 彼はその本をどこかで買ってきた。

905 すみません、どこかでお目にかかっていませんか。

906 どこかの少女が何かフランス語で話しています。

907 私はあなたをどこかで見たことがあります。

908 １日でもいいから、私にこの本をどこかで手に入れてきてください。

909 私はかつてはうまく泳げたものだったが、今はわからない。

910 あなたはいつだったかそこで切符を買ったことがありますか。

911 道がずっと山々の間に延びている。君はいつか山に行ったことがあるかい。

912 私はウクライナのどこかにでも行きます。

913 あなたは夏にどこかに行って来ましたか。

914 私には何から始めるべきかどうしても分からなかった。

915 ぼくにはどうでもいいことだ。

102　不定代名詞

916 あなたに誰かが電話をかけてきましたよ。

917 私は誰かと相談する必要がある。

918 彼は何か忘れ物をして戻ってきた。

919 机の上には何かの本があった。

920 その映画はとても退屈だったので、何人かの人はそのまま出ていった。

921 あんたにいいものを持ってきてあげたよ。

922 私はまだ何か買わなければならない。

923 私に電話した人がいますか。

924 あなたはそれについて知っていることがありますか。

925 あなたは何か言いたいことがあるのですか。
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926 �óïè±òå ìíå, ïîæà±ëóéñòà, êàêó±þ-íèáóäü ãàçå±òó.
927 �û çíà±åøü êàêî±ãî-íèáóäü õîðî±øåãî âðà÷à±?

103　否定副詞

928 �èãäå± íåò ìå±ñòà äëß î±òäûõà ëó±÷øå, ÷åì �èöó±íäà.
929 �àêè±õ áîëüøè±õ äåðå±âüåâ íèãäå± íå óâè±äèøü.
930 �áåùà±þ: ß áî±ëüøå íèêîãäà± íå áó±äó îïà±çäûâàòü.
931 �ãî± íèêîãäà± íåò äî±ìà.
932 �à±íß è �íäðå±é íèêà±ê íå ñïðà±âßòñß ñ ý±òèì äå±ëîì.
933 � íèêóäà± íå õî÷ó± âûõîäè±òü.
934 �àì íå±ãäå îñòàíîâè±òüñß â �åòåðáó±ðãå.
935 �ìó± íå±ãäå æèòü.
936 �î �îëî±äå íå±êîãäà áû±ëî ïðîäîëæà±òü ý±òîò ðàçãîâî±ð.
937 �îîáùå±-òî ìíå íå±êîãäà ñ òîáî±é èãðà±òü.
938 �àì íå±êóäà òîðîïè±òüñß.
939 �åò, ìíå íå±êóäà âñÞ ý±òî ïîëîæè±òü.

104　否定代名詞

940 �íå ãëó±ïî òóäà± å±õàòü: íèêòî± òàì ìåíß± íå æäÞò.
941 �à âòîðî±ì ýòàæå± íèêòî± íå æèë, òàì áûë ðåìî±íò.
942 �î íèêòî± íå çíà±åò, êàêî±é îí!
943 �ïß±òü íèêòî± íå îòâå÷à±åò.
944 �åãî±äíß íèêòî± íå îïîçäà±ë.
945 �å çíà±þ, ß íè÷åãî± íå ïîíèìà±þ â ôè±çèêå.
946 �ïàñè±áî, óæå± õîðîøî±. � ìåíß± ñåé÷±àñ íè÷åãî± íå áîëè±ò.
947 Ð �û óæå± âñÞ çíà±åøü?

Ð �åò, ß åùÞ íè÷åãî± íå çíà±þ.
948 �íå çäåñü íå±÷åãî áî±ëüøå äå±ëàòü.
949 �íå ñîâñå±ì íå íðà±âèòñß. �à òóò è ñëó±øàòü íå±÷åãî.

105　関係代名詞 êîòî±ðûé
950 � âè±æó ñîñå±äà, êîòî±ðûé èäÞò â ìàãàçè±í.
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926 何か新聞があったら私に買ってきてください。

927 あなたは誰か良い医者を知っていますか。

103　否定副詞

928 ピツンダより休暇に適した場所はどこにもない。

929 こんなに大きな木はどこにもお目にかかれない。

930 約束します。今後一切遅刻しません。

931 彼は一度も家にいたことがない。

932 ターニャとアンドレイはその件を絶対処理しきれない。

933 私はどこへも出ていきたくない。

934 私たちはペテルブルクではどこにも泊まる場所がない。

935 彼には住むべき場所がない。

936 だがヴァローヂャには一刻たりとその会話を続ける暇はなかった。

937 そもそも君と遊んでいる暇はないんだよ。

938 私たちには急いでいくところはどこもない。

939 いや、ぼくにはそれら一切を置くような場所はどこにもない。

104　否定代名詞

940 そこへ行ったら私がおろかだ。そこでは誰も私を待っていないから。

941 ２階には誰も住んでいなかった。そこは修理中だった。

942 だが、彼がどんな人間か誰も知らない。

943 またしても誰も答えない。

944 今日は誰も遅刻しなかった。

945 知りません。私は物理学が何も分かりません。

946 ありがとう、もうよくなりました。今はどこも痛みません。

947 君はもうみんな知っているのかい。

いいや、まだ何も知らないんだ。

948 わたしはもうここでは何もすべきことがない。

949 私は全く気にいらない。おまけに、そこで聞くべきものは何もない。

105　関係代名詞 êîòî±ðûé
950 私は店に行く隣人を見かける。
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951 �ëû±øåí ãî±ëîñ îòöà±, êîòî±ðûé ïðî±ñèò �å±íî÷êó ïðèíåñòè±
ãàçå±òû.

952 � âè±äåëà ìåäñåñòðó±, êîòî±ðàß òàì ðàáî±òàåò.
953 � �å±íî÷êå, êîòî±ðàß ñòîè±ò ó Þëêè, ïîäõî±äßò åÞ ðîäè±òåëè.
954 �û çíà±åòå �àðè±ñó, êîòî±ðàß æèâÞò â ïß±òîé êâàðòè±ðå?
955 �äå ïèñüìî±, êîòî±ðîå ß â÷åðà± ïîëó÷è±ë?
956 �äåñü åñòü ìåòðî±, êîòî±ðîå ñîåäèíß±åò ðàéî±í ñ öå±íòðîì.
957 �°òî âå±ùè, êîòî±ðûå àáñîëþ±òíî íå íóæíû±.
958 �àê çîâó±ò ìó±æà è æåíó±, êîòî±ðûå æèâó±ò â äâåíà±äöàòîé

êâàðòè±ðå?
959 �å±ðà, êîòî±ðóþ âû âè±äèòå, èäÞò â ìàãàçè±í.
960 �èñüìî±, êîòî±ðîãî íå± áûëî íà ñòîëå±, áû±ëî â êíè±ãå.
961 �ïèøè±òå ìàðøðó±ò, ïî êîòî±ðîìó âû ïóòåøå±ñòâîâàëè.

106　関係代名詞 êòî と ÷òî
962 � �îñòî±â ïðèåçæà±þò òå, êòî ëþ±áèò äðå±âíþþ ðó±ññêóþ

àðõèòåêòó±ðó, êòî èíòåðåñó±åòñß èñòî±ðèåé ñòðàíû±.
963 �à±æäûé, êòî ïðèåçæà±åò â �îñêâó±, îáßçà±òåëüíî ïðèõî±äèò íà

�ðà±ñíóþ ïëî±ùàäü.
964 �îëîêî±ëü÷èê äå±òñòâà â ïîñëå±äíèé ðàç çâåíè±ò äëß òåõ, êòî

îêî±í÷èë øêî±ëó.
965 �ñÞ, ÷òî áûâà±åò ïî±ñëå ïå±ðâîãî øà±ãà, âñåãäà± ïðåâûøà±åò

ðàçìå±ðû ïå±ðâîãî øà±ãà. �î òå, êòî èäÞò øèðî±êîé äîðî±ãîé,
íåïðåìå±ííî ïî±ìíßò î ïå±ðâîì ñìåëü÷àêå±.

966 �à±ìîå ãëà±âíîå áû±ëî òî, ÷òî òàì áûëà± âîçìî±æíîñòü
ðàáî±òàòü.

967 � âõîæó± â ìàãàçè±í è âûáèðà±þ òî, ÷òî ìíå íó±æíî êóïè±òü.
968 �°òî êàê ðàç òî, ÷òî íó±æíî.
969 �àðè±íà çàðà±íåå êóïè±ëà âñÞ, ÷òî íó±æíî äëß ó±æèíà.
970 �ðåêðà±ñíî! �û âçß±ëè âñÞ, ÷òî íó±æíî.
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951 レーノチカに新聞を持ってくるように言っている父の声が聞こえる。

952 私はそこで働いている看護婦に会った。

953 もみの木のそばに立っているレーノチカに彼女の両親が近寄ってくる。

954 あなたは５号室に住んでいるラリーサを知っていますか。

955 私が昨日受け取った手紙はどこですか。

956 ここにはその地域と都心を結ぶ地下鉄がある。

957 それは全く必要ないものだ。

958 12号室に住んでいる夫婦の名前はなんと言いますか。

959 あなたが見ているヴェーラは店に行くところです。

960 テーブルの上になかった手紙は本にはさまっていた。

961 あなたが旅行したルートを書いてみてください。

106　関係代名詞 êòî と ÷òî
962 ロストフには、古代ロシア建築を愛する人、ロシア史に興味を持つ人が来

ます。

963 モスクワに来る人は皆、必ず赤の広場に来ます。

964 子供時代の鐘が学校を卒業した子ども達のためにこれを最後に鳴る。

965 第一歩の後にあるものはすべて、常に第一歩の大きさを越えている。だが、

広い道を行く者は、最初の勇敢な人のことを必ず覚えている。

966 一番重要なことは、そこに仕事の機会があった、ということだった。

967 私はその店に入り、買わねばならないものを選ぶ。

968 それはちょうど必要なものだ。

969 マリーナは夕食に必要なものを事前にすべて買った。

970 すばらしい。我々は必要なものすべてを手に入れた。
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107　関係代名詞 êàêî±é
971 �í êëàäÞò à±òëàñ, òî±÷íî òàêî±é, êàêî±é êóïè±ëà �°ëß.
972 �°òî áûë îäè±í èç òåõ äîìî±â, êàêè±å ñòðî±èëè â ïîñëåâîå±ííûå

ãî±äû.

108　関係代名詞 ÷åé
973 �ðåïîäàâà±òåëßì ïðèäÞòñß èìå±òü äå±ëî ñ ðåáß±òàìè, ÷üè

èíòåðå±ñû îñî±çíàíû.
974 �°òè ïè±ñüìà íàïèñà±ëè ðåáß±òà, ÷üè èìåíà± ß çäåñü íå íàçîâó±.
975 �î±ëüøå âñåãî± îí ñòðàäà±ë îò ñâîå±é îáß±çàííîñòè ñîáèðà±òü

êà±æäûé äåíü íà ðàáî±òó ëþäå±é, ÷üè îòöû± ïðîïà±ëè íà âîéíå±.

109　関係副詞

976 �ì õî±÷åòñß íàâåñòè±òü òå ìåñòà±, ãäå ðîäè±ëñß è ïðîâÞë
ñâîÞ äå±òñòâî ìîé îòå±ö.

977 �à êà±æäîì ýòàæå± åñòü êó±õíè, ãäå ñòóäå±íòû ìî±ãóò ãîòî±âèòü
îáå±ä.

978 �å±÷åðîì ìû áó±äåì ñìîòðå±òü ôèëüì, ãäå îíà± èãðà±ëà.
979 �íè± ïåðåøëè± â çà±ëû, ãäå áû±ëè êàðòè±íû õóäî±æíèêîâ XIX

âå±êà.
980 �í âåðíó±ëñß â ãî±ðîä, ãäå æèë è ó÷è±ëñß äî âîéíû±.
981 �èêîëà±é íàâñåãäà± çàïî±ìíèë äåíü, êîãäà± îí ñòàë ñòðîè±òåëåì.
982 �íè± äå±ëàþò ý±òî òîãäà±, êîãäà± õîòß±ò íà÷à±òü âîéíó±.
983 � âîò íàñòà±ë äåíü, êîãäà± ìû îòïðà±âèëèñü â ïóòü.
984 �å±ñòî, êóäà± îí ïðèå±õàë, áû±ëî åìó± õîðîøî± çíàêî±ìî.

110　仮定法

985 �°ñëè áû òû çàðà±íåå êóïè±ë áèëå±òû, íàì íå íó±æíî áû±ëî áû
òîðîïè±òüñß.

986 �°ñëè áû íå± áûëî äîæäß±, ïðà±çäíèê â ïà±ðêå ñîñòîß±ëñß áû.
987 �°ñëè áû åé ïîìîãëè±, îíà± áû±ñòðî âû±ïîëíèëà áû ý±òî çàäà±íèå.
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107　関係代名詞 êàêî±é
971 彼はちょうどオーリャが買ったと同じような地図帳を置く。

972 それは戦後の時期に建てられたような家の一つだった。

108　関係代名詞 ÷åé
973 教師は興味 関心が自覚 されている 子ども達と取 り組まなけ ればならな い

だろう。

974 これらの手紙は、ここでは名前を明かせない子ども達が書いたものだ。

975 彼は、父親を戦争で失った人々を毎日労役に狩り出すという自分の任務に

何よりも苦しんでいた。

109　関係副詞

976 彼らは私の父が生まれ、子供時代を過ごした場所を訪れたがっている。

977 各階には台所があります。そこで学生たちは食事を作ることができます。

978 夕方私たちは彼女が出演した映画を見る予定です。

979 彼らは 19世紀の画家の絵があった部屋に移動しました。

980 彼は戦前まで住み、学んだ町に戻ってきた。

981 ニコライは彼が建設労働者になった日を生涯覚えている。

982 彼らは戦争を始めたいときにそれをする。

983 かくして私たちの旅発った日がやって来た。

984 彼が到着した場所は、彼がよく知っている所だった。

110　仮定法

985 もし君が事前に切符を買っていたら、私たちは急ぐ必要がなかったのに。

986 もし雨が降らなかったら、公園でお祭りがあったのに。

987 もし彼女を手伝えば、彼女はすぐにその課題を果たすのだが。
- 85 -

988 �°ñëè áû â âîñêðåñå±íüå áûëà± ïëîõà±ß ïîãî±äà, ìû íå ïîå±õàëè
áû çà± ãîðîä.

989 �°ñëè áû â âûõîäíî±é äåíü áûëà± õîðî±øàß ïîãî±äà, ß ïîãóëß±ë
áû â ïà±ðêå.

990 �íå õîòå±ëîñü áû ñ êåì-òî ïîãîâîðè±òü ïî ý±òîìó âîïðî±ñó.
991 �°ëüãà �âà±íîâíà, âû íå ìîãëè± áû ïîçâîíè±òü íàì çà±âòðà?
992 � áû âû±ïèëà íåìíî±ãî ñóõî±ãî âèíà±, âðî±äå Ò�èíàíäà±ëèÓ.
993 � íå õî÷ó±, ÷òî±áû âû óõîäè±ëè.
994 �à±ëß, ñêàæè± åìó±, ÷òî±áû îí ïîçâîíè±ë ìíå ñåãî±äíß.
995 �à±ìà õîòå±ëà, ÷òî±áû ß ñòàë ìóçûêà±íòîì.

111　普遍人称文

 996 �è±øå å±äåøü, äà±ëüøå áó±äåøü.
 997 �ç ïå±ñíè ñëîâà± íå âû±êèíåøü.
 998 �åç òðóäà± íå âû±íåøü è ðû±áêè èç ïðóäà±.
 999 �ëåçà±ìè ãî±ðþ íå ïîìî±æåøü.
1000 �îòî±âü ñà±íè ëå±òîì, à òåëå±ãó çèìî±é.
1001 �åç áåäû± äðó±ãà íå óçíà±åøü.
1002 �å èçâå±äàâ ãî±ðüêîãî, íå óçíà±åøü ñëà±äêîãî.
1003 �à ÷óæî±é ðîòî±ê íå íàêè±íåøü ïëàòî±ê.
1004 �è±ëà â ìåøêå± íå óòàè±øü.
1005 �à±øó ìà±ñëîì íå èñïî±ðòèøü.

112　副動詞

1006 �å ãîâîðß± íè ñëî±âà, ìóæ óøÞë íà ðàáî±òó.
1007 �åëüçß± ÷èòà±òü ëÞæà!
1008 �à±òß ïðèäó±ìàåò, Ð ñêàçà±ë �åðãå±é, óëûáà±ßñü.
1009 �îäõîäß± ê äî±ìó, îí âñïî±ìíèë, ÷òî îí çàáû±ë çàéòè± â

ìàãàçè±í.
1010 �âà±í �òåïà±íîâè÷ øÞë ëåãêî±, ðàçãîâà±ðèâàß ñ èõ ãè±äîì.
1011 �îçâðàùà±ßñü äîìî±é, �°ííà �èõà±éëîâíà äó±ìàëà î ñâîè±õ

ó÷åíèêà±õ.
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 988 もし日曜日に天気が悪ければ、私たちは郊外に出かけないのだが。

 989 もし休日に天気が良ければ、私は公園を散歩したのだが。

 990 その問題について誰かとお話ししたいのですが。

 991 オリガ・イヴァノヴナさん、明日私たちにお電話いただけませんか。

 992 「ツィナンダーリ」のような辛口のワインを少し飲みたいものです。

 993 私はあなたを帰したくない。

 994 ヴァーリャ、彼に今日私に電話するように言っておくれ。

 995 ママは私が音楽家になることを望んでいた。

111　普遍人称文

 996 急がばまわれ。

 997 良薬は口に苦し。

 998 拱手握腕何事もなさず。

 999 泣いてみたって何になる。

1000 先手必勝。

1001 苦しいときの友は真の友。

1002 苦いものを知らなければ甘いものも分からないものだ。

1003 人の口に戸は立てられないものだ。

1004 天網恢々疎にして漏らさず（悪事は必ず露見する）。

1005 いくらバターを入れてもカーシャはだめにならない（多いほど結構）。

112　副動詞

1006 夫は一言もしゃべらずに仕事に出かけた。

1007 寝ころんで読書してはいけない。

1008 カーチャがアイデアを出してくれるさ、とセルゲイは微笑ながら言った。

1009 家の近くなって、彼は店に寄るのを忘れたことを思い出した。

1010 イヴァン・ステパノヴィチは彼らのガイドと話しながら軽々と歩いた。

1011 アンナ・ミハイロヴナは帰宅の途中、自分の生徒のことを考えていた。
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1012 �ó±ðèê, îáðàùà±ßñü ê �à±ñå: Ð �îò ý±òî äà!
1013 �à±ñß, ñòàðà±ßñü ñäåðæà±òü óëû±áêó, ðàçãîâà±ðèâàåò ñ íåé.
1014 �íè± ïðß±÷óòñß çà êîëî±ííîé, ñòàðà±ßñü áûòü íåçàìå±÷åííûìè.
1015 �åæäóãîðî±äíàß, Ð ñêàçà±ë �à±ñß, ïåðåäàâà±ß ìíå òðó±áêó.
1016 �ñëû±øàâ øóì, îíà± ïðîñíó±ëàñü.
1017 �ðî÷èòà±â ãàçå±òó, �íòî±í íà±÷àë ñìîòðå±òü òåëåâè±çîð.
1018 �ðîâîäè±â âñåõ äîìà±øíèõ, �èêîëà±é �âà±íîâè÷ íà±÷àë

ðàáî±òàòü.
1019 �äå±ëàâ êîòëå±òû, �èêîëà±é �âà±íîâè÷ ïîøÞë â ñâîé êàáèíå±ò.
1020 �ñìîòðå±â òîò îòäå±ë, îíè± ïåðåøëè± â äðóãî±é çàë.

113　形動詞

1021 �åëîâå±ê, ïîêóïà±þùèé ñèãàðå±òû, �íòî±í.
1022 �û çíà±åòå ìà±ëü÷èêà, èãðà±þùåãî âî äâîðå±?
1023 �ðî÷èòà±éòå ôðà±çû, âûðàæà±þùèå âðå±ìß.
1024 �ðà±çäíèê Ç�å±ëûå íî±÷èÈ Ð ôåñòèâà±ëü èñêó±ññòâ, óñòðà±èâà-

åìûé âî âðå±ìß áå±ëûõ íî÷å±é.
1025 �åëîâå±ê, êóïè±âøèé ñèãàðå±òû, �íòî±í.
1026 �èñà±òåëü, íàïèñà±âøèé ý±òó êíè±ãó, æèâÞò â �îâîñèáè±ðñêå.
1027 �û âè±äèòå êîìïîçè±òîðà, íàïèñà±âøåãî ý±òîò áàëå±ò.
1028 �âà±í �òåïà±íîâè÷ ïðîäîëæà±åò ïðå±ðâàííûé ðàññêà±ç.
1029 �àäè±ì ïåðåäà±ë �àòà±øå òîðò, ïðèâåçÞííûé èç �è±åâà.
1030 �èíîòåà±òð, ïîñòðî±åííûé íà íà±øåé ó±ëèöå, íàçûâà±åòñß

Ç�î±ñìîñÈ.
1031 �è±íà ïðî÷èòà±ëà êíè±ãó, ïîäà±ðåííóþ åé íà äåíü ðîæäå±íèß.
1032 �°äâàðä ïîäàðè±ë æåíå± êó±ïëåííóþ â �îñêâå± ìàòðÞøêó.

114　受け身の構文

1033 � ñåé÷à±ñ ñìîòðè±, êàê óêðà±øåí ãî±ðîä.
1034 �à äà±ëüíåì ñå±âåðå ïîñòðî±åí ãî±ðîä.
1035 �î÷åìó± âàø äðóã ðàññòðî±åí?
1036 �°òà øêî±ëà ïîñòðî±åíà ìîëîäû±ì àðõèòå±êòîðîì.
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1012 シュリクはヴァーシャに向きながら言った。「そりゃそうだ！」

1013 ヴァーシャは一生懸命笑顔を保ちつつ、彼女と話しています。

1014 彼らは気づかれないようにしながら、柱の陰に隠れている。

1015 「市外通話だよ」ヴァーシャは私に受話器を渡しながら言った。

1016 彼女は騒ぎを聞いて目を覚ました。

1017 アントンは新聞を読み終えると、テレビを見始めた。

1018 家の者を全員送り出すと、ニコライ・イヴァノヴィチは仕事を始めた。

1019 ニコライ・イヴァノヴィチはカツレツを作ると、自分の書斎にいった。

1020 その売場を見回してから、彼らは別のホールに移っていった。

113　形動詞

1021 たばこを買っている人はアントンです。

1022 中庭で遊んでいる少年をご存じですか。

1023 時を表す表現を読んでください。

1024 「白夜」祭は、白夜の時に行われる芸術祭です。

1025 たばこを買った人はアントンです。

1026 この本を書いた作家は、ノヴォシビルスクに住んでいます。

1027 あなたはそのバレーを書いた作曲家を目の当たりにしているのですよ。

1028 イヴァン・ステパノヴィチは中断されていたお話を続けた。

1029 ヴァジムはキエフから運ばれてきたケーキをナターシャに渡した。

1030 私たちの通りに建てられた映画館は、「コスモス」と呼ばれています。

1031 ニーナは、誕生日に彼女に贈られた本を読み終えました。

1032 エドヴァルドは、モスクワで買ったマトリョーシカを妻に贈った。

114　受け身の構文

1033 今は、町がどんなに飾られているかを見ろよ。

1034 遠い北国に町が建設された。

1035 なぜ君の友人は気落ちしているんだ。

1036 その学校は若い建築家によって建てられた。
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1037 ��� áûë îòêðû±ò 27 àïðå±ëß 1755 ãî±äà.
1038 � ÷à±ñó äî äâóõ ìàãàçè±í çàêðû±ò íà îáå±äåííûé ïåðåðû±â.
1039 �ëîâà±ðü áûë âçßò èç áèáëèîòå±êè.
1040 �îãäà± è êàê îáñóæäà±åòñß åãî± ðåçóëüòà±ò?
1041 �àêò äå±éñòâèß íå ðàññìà±òðèâàåòñß êàê êîíêðå±òíûé

ïðîöå±ññ.
1042 �àïðåùÞííîå äå±éñòâèå âûðàæà±åòñß ñëîâà±ìè: Çíåëüçß±,

çàïðåùà±åòñßÈ
1043 �î÷åìó± î±çåðî íàçûâà±åòñß �àéêà±ë?
1044 � ñòðàíå± ñîçäàâà±ëèñü øêî±ëû è áèáëèîòå±êè.
1045 �°êîëî íà±øåãî äî±ìà ïîñòðî±èëè íî±âûé óíèâåðìà±ã.
1046 �û íå çíà±åòå, ãäå ïðîäàþ±ò ðó±ññêèå ñóâåíè±ðû?
1047 �à êàêî±é ñðîê âûäàþ±ò êíè±ãè â áèáëèîòå±êå?
1048 �åäå±ëþ íàçà±ä ïî òåëåâè±çîðó ïåðåäàâà±ëè ôóòáî±ë.
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1037 モスクワ大学は 1755年４月 27日に開設された。

1038 １時から２時まで店は昼休みで閉まっています。

1039 辞書は図書館から借りてきた。

1040 その結果はいつ、どのように審議されるのですか。

1041 運動の事実は具体的なプロセスとしては観察されない。

1042 禁止されている動作は「 íåëüçß, çàïðåùàåòñß」ということばによ っ

て表現される。

1043 なぜ湖は「バイカル」と名付けられているのですか。

1044 国内では学校や図書館が設立されていた。

1045 我が家の近くに新しいデパートが建てられた。

1046 ロシア土産はどこで売っているかご存じですか。

1047 図書館ではどのぐらいの期間、本を貸し出しますか。

1048 一週間前にテレビでサッカーが放映されていた。
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